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国際航業株式会社



■1、はじめに 
 

わが国の橋梁は、昭和 30年代に始まる高度成長期に集中的に建設されてから 50年が経過し、老朽化が

全国的な課題となっている。小千谷市は、新潟県中越地方に位置し、長岡市や十日町市に接している。市

内のインフラは、断続的に建設・整備が続けられてきたが、これらの施設は老朽化が進み、修繕及び更新

が避けられない状況である。 
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図 1-1 小千谷市の管理橋梁数       
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図 1-2 小千谷市の管理橋梁面積 

小千谷市ではこれまでに道路整備に取り組んできたことにより、建設後 50 年以上を経過した橋梁の占

める割合は、今後大幅に高くなる。したがって、老朽化した橋梁の維持管理を効率的に進めていくことが

大きな課題となっていることから、老朽化する公共施設の適切な維持管理を行うために 2011 年 3月(平成

23 年 3 月)に「小千谷市橋りょう長寿命化修繕計画」を策定した。本計画では、大規模改修されておらず

今後も保持する公共施設については、費用面や利用状況を考慮しつつ大規模改修を実施し、長寿命化を推

進することで長期的な視点で更新コストの縮減を図ることを目的としている。 

[参考：小千谷市 HP, https://www.city.ojiya.niigata.jp/soshiki/kensetsu/choju-shuzenkeikaku.2020 年 10 月 15 日アクセス] 

 

 
1.1 国土交通省の動きとその経過 

国土交通省では、橋梁の長寿命化修繕計画策定の施策を開始した平成 19 年度以降も、様々な方面でその

拡充を図った。そこで、小千谷市では、これまでの事後的な修繕から予防的な修繕への転換を図り、計画的

に橋梁の長寿命化を行い、長期的な橋梁管理のトータルコストを 小化するとともに、地域道路網を構成す

る橋梁の安全性・信頼性を確保する事を目的として、平成 23 年 3 月に市が管理する橋長 2.0m 以上の 163

橋を対象とした、個別施設計画（：第 1期 小千谷市橋りょうの長寿命化修繕計画）を策定した。 

その後、平成 24 年 12 月に発生した中央道笹子トンネルにおける天井板落下事故を機に、平成 25 年 6 月

に道路法が改定され、社会資本の点検に関する技術的基準が規定された。さらに、平成 26 年 7 月には道路

法施行規則の一部を改正する省令等を施行し、橋梁及びトンネル等の道路施設を対象として、5年に 1回の

割合で近接目視による定期点検を行うことを義務付けられた。 

国土交通省は平成 25 年を「社会資本メンテナンス元年」と位置付け、国土交通省を挙げて老朽化対策に

取り組むための体制として、同年 1月、国土交通大臣を議長とする「社会資本の老朽化対策会議」を設置し

た。これにより総合的さらに横断的な検討を進め、同年 3月に「社会資本の維持管理・更新に関し当面講ず

べき措置」を工程表として取りまとめた。 

その一方で、政府は各省庁が横断的に老朽化対策を検討するための「インフラ老朽化対策の推進に関する

関係省庁連絡会議」を平成 25年 10月に設置した。「インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議」

では、政府・地方公共団体等におけるあらゆるインフラを対象にした戦略的な維持管理・更新に取り組むた

め、同年 11 月に「インフラ長寿命化基本計画」を取りまとめた。この基本計画では、地方公共団体（都道

府県、市町村等）においても、インフラの老朽化対策として維持管理・更新を着実に推進するため、インフ

ラの長寿命化に向けた個別施設毎の対応方針を定めるものとして、「インフラ長寿命化計画（個別施設計画）」

の策定が必要となった。 

上記の決定を受け、国土交通省では平成 26年 5月、全府省庁に先駆けて「国土交通省インフラ長寿命化

計画（行動計画）」をとりまとめた。その後の平成 27 年 12 月には、各インフラの管理者がインフラの維持

管理・更新等を着実に推進するための中期的な取組の方向性を明らかにするものとして、行動計画のフォロ

ーアップを全府省庁に先駆けて策定した。 

さらに、省内に設置した「社会資本整備審議会・交通政策審議会技術分科会技術部会」において、基本計

画に基づく具体的な取組みを確定・見える化し、メンテナンスの指針として、メンテナンスサイクルの構築

に向けた道筋を提示した。 

第 2期小千谷市橋梁長寿命化修繕計画では、維持管理・更新について上記の社会的背景や国の動向に対応

しながら、点検・診断の結果をふまえた具体的な対策方針を定めるものとする。 

次頁の表 1-1 において、平成 19 年度からこれまでに、国土交通省または関連する委員会が告示した報告

の内容と、これらに対する小千谷市の対応を整理する。 
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表 1-1 平成 19 年度以降の各関係機関の動向・対応 

発表時期 国土交通省 左記の概要 委員会報告 内容 法律改訂（国会） 内容 小千谷市の対応 

平成19年 
長寿命化修繕計画策定事

業の創設(H19/12) 

●長寿命化修繕計画を策定す

る地方自治体に対する支援 

     

平成23年 
      第1期 小千谷市橋りょう長寿

命化修繕計画（H23.3) 

平成25年 

社会資本の維持管理・更新

に関し当面講ずべき措置 

(H25.3） 

 

●メンテナンス元年として、今

後3ヵ年にわたる当面講ずべ

き措置を工程表にとりまと

める。 

インフラ長寿命化基本計画

（H25.11：インフラ老朽化対

策の推進に関する関係省庁連

絡会議） 

●個別施設毎の長寿命化計を

核として、メンテナンスサ

イクルを構築。 

   

老朽化対策等に関わる地

方公共団体からの支援相

談の窓口の設置について

（H25.7：社会資本老朽化

対策推進室） 

●地方公共団体への支援体制

を強化するために支援窓口

を設置。 

 

今後の社会資本の維持管理・

更新のあり方について（社会

資本整備審議会・交通政策審

議会） 

 

●戦略的な維持管理・更新の

ために重点的に講ずべき具

体的施策を提言。 

   

平成26年 

インフラ長寿命化計画（行

動計画）（H26.5） 

 

●各インフラに係る体制や制

度等を構築する「所管者」と

しての国土交通省の役割を

提示 

道路橋の老朽化対策の本格実

施に関する提言 

（H26.4：社会資本整備審議

会・道路分科会） 

●メンテナンスサイクルを確

定（道路管理者の義務の明

確化） 

●メンテナンスサイクルを回

す仕組みを構築（支援体制） 

道路法施行規則の

一部を改正する省

令 

（ H26.3 告 示 、

H26.7 施行） 

●近接目視により 5 年に

1 回の頻度を基本と

し、その健全性につい

ては 4 段階に区分す

る。 

   

｢定期点検要領｣の策定 

（H26.6 策定） 

●市町村支援としての定期点

検要領を規定。 

①道路橋定期点検要領 

②道路トンネル定期点検要領 

③シェッド、大型カルバート等

定期点検要領 

④横断歩道橋定期点検要領 

⑤門型標識等点検要領 

     

平成27年 

以降 

  社会資本のメンテナンス情報

に関わる 3 つのミッションと

その推進方策 

（H27.2：社会資本整備審議

会・交通政策審議会技術分科

会技術部会） 

 

1.施設台帳等の確実な整備 

2.点検結果等の記録の徹底 

3.データ入力様式の標準化 

 

情報の見える化・共有化 

  橋梁定期点検の実施 

（4 段階の健全性診断） 

・平成 27年度～令和元年度： 

173 橋の点検を実施 

 （うち 31橋は 2 順目の点検）

インフラ長寿命化計画（行

動計画）のフォローアップ

について（H27.12） 

●インフラの所管者及び管理

者が、インフラの維持管理・

更新等を着実に推進するた

めの中期的な取組の方向性

を明らかにするものとして、

全府省庁に先駆けて策定 

1)点検・修繕を順次実施 

2)個別施設計画の策定 

3)新技術の開発・導入 

市町村における持続的な社会

資本メンテナンス体制の確立

を目指して 

（H27.2：社会資本整備審議

会・交通政策審議会技術分科

会技術部会） 

 

●市町村が施設管理者として

の責任を果たすための、持

続的な維持管理体制の確立

に向けた、国、都道府県等

による市町村支援の今後の

方向性と具体的施策 

  小千谷市公共施設等総合管理

計画 

・公共施設等の適正配置、有効

活用と財政負担の軽減・平準化

を目的とした公共施設等総合

管理計画(H29.3)を策定。 
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1.2 道路法改正と小千谷市の対応 

道路の維持管理をより確実かつ効果的に継続するために、国土交通省ではこれまでに様々な検討を実施し

てきた。その結果、道路法の施行規則において、平成 26 年 3 月 31 日の省令・告示の公布を行い、同年 7

月 1日に施行した。これにより、道路構造物の定期点検が道路管理者の義務として法律で規定された。 

道路法施行規則の一部改訂における重要事項と、これを受けての小千谷市の対応は以下のとおりである。 

 

 

 
 

 

図 1-3 道路法の改訂に対する小千谷市が対応する維持管理の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図 1-4 道路法の改正に対する小千谷市における適用点検要領の対応

●重要な改正内容 

 1.点検は近接目視により、5年に 1回の頻度で行う。 

 2.健全性の診断結果は、「Ⅰ：健全」「Ⅱ：予防保全段階」「Ⅲ：早期措置段階」 

「Ⅳ：緊急措置段階」区分の区分に分類する。 

 3.点検・診断の結果等は、記録・保存する。 

4.国土交通省では、地方公共団体の円滑な点検実施のための技術的支援として 

「定期点検要領」を策定する。 

●小千谷市の対応 

 1.定期点検は近接目視とし、5年毎に実施する。 

 2.新潟県橋梁定期点検要領［標準点検編］（平成 26 年 12 月、新潟県土木部道路管理課）」

および「新潟県橋梁定期点検要領［小規模橋梁点検編］（平成 26年 12 月、新潟県土木

部道路管理課）」を基に点検を実施して橋梁の健全性を把握する。 

3.点検の結果は記録・保存し、小千谷市橋梁長寿命化修繕計画の更新に 

必要な資料として使用する。 

 

（H26.4.2：国土交通省ホームページによるプレスリリースより） 
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■2、インフラ長寿命化計画における本計画の位置付け 

2.1  本計画の位置付け 

公共施設の長寿命化を図るため、政府において「インフラ長寿命化基本計画」（平成 25 年 11 月 29 日）

（以下、基本計画という）が策定された。この基本計画に基づく「インフラ長寿命化計画」（以下、行動計

画という）として、小千谷市は「小千谷市公共施設等総合管理計画」（平成 29年 3月）を策定した。 

本計画は、上記の管理計画に基づき、道路橋における定期点検及び修繕の具体的な対応方針を定めたも

のであり、行動計画に基づいた橋梁の個別施設計画（橋梁長寿命化修繕計画）として位置付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 インフラ長寿命化基本計画の概要 

 

2.2 小千谷市公共施設等総合管理計画に示される基本方針 

小千谷市公共施設等総合管理計画における基本方針及び橋梁施設の個別方針を以降に抜粋する。 

 

※「小千谷市 公共施設等総合管理計画」より抜粋         

基本計画：インフラ長寿命化基本計画（H25.11） 

     インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議 

行動計画：小千谷市公共施設等総合管理計画（H29.3） 

     ※小千谷市作成 

個別施設計画：各インフラの個別施設計画 

       ※本計画に該当、小千谷市作成 

図 2-1 インフラ長寿命化計画の体系 
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※「小千谷市 公共施設等総合管理計画」より抜粋     

 

 ※「小千谷市 公共施設等総合管理計画」より抜粋  
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※「小千谷市 公共施設等総合管理計画」より抜粋  

 

※「小千谷市 公共施設等総合管理計画」より抜粋  
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※「小千谷市 公共施設等総合管理計画」より抜粋    

2.3 個別施設計画に求められる内容 

 先に述べたように、各インフラの個別施設計画（長寿命化修繕計画）は行動計画（公共施設総合管理計画）

の下位に位置する計画である。インフラ長寿命化基本計画に記載される個別施設計画に求められる内容は下

記の通りである。 

[出典：国土交通省,http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/sosei_point_mn_000010.html,20201215 アクセス] 

 

① 対象施設 

行動計画において、個別施設計画を策定することとした施設を対象とする。計画の策定に当たっては、

各施設の維持管理・更新等に係る取組状況や利用状況等に鑑み、個別施設のメンテナンスサイクルを計

画的に実行する上で も効率的・効果的と考えられる計画策定の単位（例えば、事業毎の分類（道路、

下水道等）や、構造物毎の分類（橋梁、トンネル、管路等）等）を設定の上、その単位毎に計画を策定

する。 
 

② 計画期間 

インフラの状態は、経年劣化や疲労等によって時々刻々と変化することから、定期点検サイクル等を考

慮の上計画期間を設定し、点検結果等を踏まえ、適宜、計画を更新するものとする。本基本計画で示す取

組を通じ、知見やノウハウの蓄積を進め、計画期間の長期化を図ることで、中長期的な維持管理・更新等

に係るコストの見通しの精度向上を図る。 
 

③ 対策の優先順位の考え方 

個別施設の状態（劣化・損傷の状況や要因等）の他、当該施設が果たしている役割、機能、利用状況、

重要性等、対策を実施する際に考慮すべき事項を設定の上、それらに基づく優先順位の考え方を明確化

する。 
 

④ 個別施設の状況等 

点検・診断によって得られた個別施設の状態について、施設毎に整理する。なお、点検・診断を未実

施の施設については、点検実施時期を明記する。また、「③対策の優先順位の考え方」で明らかにした事

項のうち、個別施設の状態以外の事項について、必要な情報を整理する。 
 

⑤ 対策内容と実施時期 

次回の点検・診断や修繕・更新、さらには、更新の機会を捉えた機能転換・用途変更、複合化・集約

化、廃止・撤去、耐震化等の必要な対策について、講ずる措置の内容や実施時期を施設毎に整理する。 

 

⑥ 対策費用 

計画期間内に要する対策費用の概算を整理する。 
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■3、個別施設の長寿命化計画（橋梁） 

 3.1  対象施設 

 第 2期小千谷市橋梁長寿命化修繕計画で対象とする施設は、道路法（昭和 27年法律第 180号）第 2条第 1

項に規定する道路における橋長 2.0m 以上の橋梁とする。 

 

(1)管理橋梁総数の把握 

 小千谷市の管理橋梁を表 3-1に示す。 

 

表 3-1 管理橋梁の概要  令和 3 年 1 月現在 

 

H27 H28 H29 H30 R1 R2 未点検

15m未満 156 35 42 64 6 29 10 2 ○

15m以上 21 6 8 6 1 5 0 0 ○

人道橋 15m未満 2 0 0 0 2 0 0 0 ○

179 41 50 70 9 34 10 2 -

※R1以降は2巡目点検を含む

道路橋

合計

長寿命修
繕計画の
対象橋梁

橋梁数橋種 橋長区分
点検橋梁数

 

 

○管理橋梁：橋長 15m 以上の道路橋（21橋：計画対象橋梁数の 11.7％） 

  

1 0001 反橋 側道東１号線 その他 21.80 6.00 130.8 15～30m RC橋 道路橋 1980 H27/R1

6 0006 沼田橋 四之町沼田線 その他 18.90 7.08 133.8 15～30m PC橋 道路橋 1989 H27/R1

28 0033 上野橋 高梨瓦屋踏切線 その他 16.70 5.00 83.5 15～30m RC橋 道路橋 1998 H28

40 0046 千栄橋 千谷島環状線 その他 20.65 10.53 217.4 15～30m PC橋 道路橋 1981 H28

41 0048 滝の坂橋 五辺大原線 その他 16.80 5.00 84.0 15～30m PC橋 道路橋 不明 H28

70 0220 千谷川橋 城内環状線 その他 15.08 3.62 54.6 15～30m 鋼橋 道路橋 1964 H29

78 0228 協栄橋 土川城内中央線 その他 15.80 7.00 110.6 15～30m 鋼橋 道路橋 1974 H29

80 0230 安らぎ橋 城川７号線 1級 18.60 12.10 225.1 15～30m RC橋 道路橋 1994 H28

82 0232 本城橋 西小千谷１号線 1級 22.74 16.00 363.8 15～30m RC橋 道路橋 1976 H27/R1

87 0237 金比羅橋 下タ町８号線 その他 17.60 5.10 89.8 15～30m RC橋 道路橋 不明 H28

92 0242 上の橋 魚沼神社２号線 その他 15.44 2.33 36.0 15～30m 鋼橋 道路橋 1978 H29

124 0403 小豆田２号橋 側道東１４号線 その他 17.12 3.99 68.3 15～30m RC橋 道路橋 不明 H27/R1

129 0409 悪沢橋 池ヶ原雪峠線 その他 22.30 5.60 124.9 15～30m RC橋 道路橋 1997 H27/R1

147 0427 大日沢橋りょう 池ヶ原山本線 その他 16.25 14.25 231.6 15～30m 鋼橋 道路橋 1986 H28

148 0600 朝日山橋 浦柄朝日山線 1級 19.43 3.60 69.9 15～30m RC橋 道路橋 不明 H29

149 0601 島田橋 浦柄６号線 その他 17.05 4.60 78.4 15～30m 鋼橋 道路橋 1982 H29

153 0605 湯小屋橋 朝日１号線 その他 16.40 4.00 65.6 15～30m 鋼橋 道路橋 1980 H28

164 0619 滝根跨線橋 元中子木津線 1級 15.43 3.60 55.5 15～30m 鋼橋 道路橋 1965 H29

166 0621 浦柄橋 榎峠下線 その他 30.25 7.52 227.5 30～50m RC橋 道路橋 1934 H28

167 0622 十二平橋 十二平5号線 その他 34.00 8.00 272.0 30～50m PC橋 道路橋 1978 H27

179 0805 川井大橋 川井細島芋坂線 2級 307.00 9.77 2999.4 100m以上 鋼橋 道路橋 1993 H30

点検年度 備考
幅員
(m)

面積
(m2)

橋長区分 使用材料 橋種 架設年
橋長
(m)

No 台帳番号 施設名 路線名称 道路種別

 
 

 
 
 

 
 

○管理橋梁：橋長 15m 未満の道路橋および人道橋(158 橋：計画対象橋梁数の 88.3％）(1/3) 

2 0002 無名橋 側道西１号線 その他 3.60 3.55 12.8 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

3 0003 水沢上之橋 稲場水沢線 その他 4.75 2.10 10.0 5m未満 RC橋 道路橋 1980 H29

4 0004 水沢橋 高見五之町線 その他 6.38 5.01 32.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

5 0005 荒屋敷橋 屋敷四之町線 その他 5.24 2.51 13.2 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

7 0008 茶畑１号橋 末広町山屋線 2級 8.00 4.10 32.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

8 0009 茶畑２号橋 茶畑１号線 その他 6.83 3.29 22.5 5～15m RC橋 道路橋 不明 H30

9 0010 茶畑３号橋 茶畑３号線 その他 7.47 2.01 15.0 5～15m RC橋 道路橋 1981 H29

10 0011 西原橋 片貝停車場線 その他 5.88 10.00 58.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

11 0012 町裏１号橋 町裏６号線 その他 8.20 5.00 41.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

12 0013 無名橋 末広町山屋線 2級 10.15 4.10 41.6 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

13 0015 無名橋 側道西２号線 その他 2.80 4.95 13.9 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

14 0016 無名橋 側道東１号線 その他 2.90 6.84 19.8 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

15 0017 池津橋 池津５号線 その他 4.10 5.00 20.5 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

16 0018 無名橋 側道東２号線 その他 10.00 7.00 70.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H27/R1

17 0019 大原橋 昭和坂線 1級 8.45 6.00 50.7 5～15m 鋼橋 道路橋 不明 H28

18 0020 栃尾澤橋 城之腰線 その他 10.20 6.05 61.7 5～15m PC橋 道路橋 1993 H28

19 0021 永寿橋 茶畑７号線 その他 7.30 5.00 36.5 5～15m RC橋 道路橋 1979 H30

20 0022 千尺橋 沢尻線 その他 10.90 7.00 76.3 5～15m RC橋 道路橋 1982 H27/R1

21 0023 寺社堀２号橋 狼塚線 その他 8.45 7.00 59.2 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

22 0024 権田橋 山屋鴻巣線 その他 10.10 4.60 46.5 5～15m RC橋 道路橋 1981 H29

23 0025 無名橋 小粟田原１号線 その他 7.23 5.01 36.2 5～15m 鋼橋 道路橋 不明 H29

24 0026 田成１号橋 五辺２号線 その他 2.40 5.80 13.9 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

25 0027 無名橋 五辺４号線 その他 2.10 3.60 7.6 5m未満 PC橋 道路橋 不明 H29

26 0031 鴻巣１号橋 鴻巣本線 2級 7.75 6.50 50.4 5～15m RC橋 道路橋 1982 H27/R2

27 0032 無名橋 鴻巣本線 2級 6.30 6.00 37.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 H27/R1

29 0035 下田２号橋 三仏生小粟田原線 2級 14.60 5.00 73.0 5～15m RC橋 道路橋 1991 H28

30 0036 中田橋 千谷小粟田線 その他 13.41 5.02 67.3 5～15m RC橋 道路橋 1998 H29

31 0037 下田１号橋 高梨道ノ木線 1級 2.40 6.46 15.5 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H28 路面下未点検

32 0038 千石橋 千谷島環状線 その他 12.55 10.05 126.1 5～15m PC橋 道路橋 1984 H27/R1

33 0039 裏田橋 高梨中央線 その他 2.17 11.19 24.3 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

34 0040 塚田１号橋 高梨道ノ木線 1級 7.00 3.90 27.3 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

35 0041 塚田２号橋 堰詰中通線 その他 9.93 3.72 36.9 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

36 0042 堰詰２号橋 千谷幹線 1級 8.30 3.70 30.7 5～15m RC橋 道路橋 不明 H27/R1

37 0043 堰詰１号橋 中通２号線 その他 7.30 1.80 13.1 5～15m RC橋 道路橋 不明 H30

38 0044 千歳橋 千谷島１号線 その他 12.60 12.00 151.2 5～15m PC橋 道路橋 1984 H27/R1

39 0045 思川橋 千谷中央線 その他 8.54 4.02 34.3 5～15m 鋼橋 道路橋 1968 H29

42 0049 米沢１号橋 平沢町鉄工団地線 その他 7.32 6.01 44.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

43 0050 鴻巣橋 西部工業団地中央線 その他 10.30 6.60 68.0 5～15m PC橋 道路橋 不明 H27/R1

44 0052 無名橋 坪野山谷線 その他 5.35 5.02 26.9 5～15m PC橋 道路橋 不明 H29

45 0053 源二郎橋 表三之町八島線 1級 4.10 7.75 31.8 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

46 0054 無名橋 側道西1号線 その他 3.10 3.55 11.0 5m未満 PC橋 道路橋 不明 H27

47 0055 無名橋 側道東1号線 その他 3.05 6.55 20.0 5m未満 PC橋 道路橋 不明 H27

48 0056 佃橋 屋敷町裏線 その他 5.40 6.70 36.2 5～15m RC橋 道路橋 1961 H27/R1

49 0057 無名橋 鴻巣町裏線 2級 6.80 6.20 42.2 5～15m PC橋 道路橋 不明 R2

50 0200 舞台橋 山谷１５号線 その他 11.30 5.80 65.5 5～15m RC橋 道路橋 1983 H28

51 0201 五軒丁橋 山谷１６号線 その他 7.90 4.00 31.6 5～15m RC橋 道路橋 1985 H28

52 0202 山谷橋 白山運動公園線 2級 9.10 7.10 64.6 5～15m RC橋 道路橋 1983 H27/R1

53 0203 太田橋 山谷１７号線 その他 9.80 5.50 53.9 5～15m RC橋 道路橋 1981 H28

54 0204 沢尻２号橋 白山運動公園線 2級 3.13 8.00 25.0 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H27/R1

55 0205 前野橋 山谷２０号線 その他 10.05 6.00 60.3 5～15m RC橋 道路橋 1987 H28

56 0206 太田1号橋 山谷吉谷線 1級 5.33 5.66 30.2 5～15m RC橋 道路橋 1982 H29

57 0207 米沢橋 山谷吉谷線 1級 2.22 5.60 12.4 5m未満 RC橋 道路橋 1982 H28

58 0208 宮脇橋 中通り神前線 その他 4.80 5.35 25.7 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

59 0209 二ノ宮川橋 側道西７号線 その他 12.30 4.05 49.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

点検年度 備考
幅員
(m)

面積
(m2)

橋長区分 使用材料 橋種 架設年
橋長
(m)

No 台帳番号 施設名 路線名称 道路種別
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○管理橋梁：橋長 15m 未満の道路橋(158 橋：計画対象橋梁数の 88.1％）(2/3) 

60 0210 二ノ宮橋 桜町千谷線 2級 6.90 6.25 43.1 5～15m PC橋 道路橋 2007 H27/R1

61 0211 桜橋 二ノ宮本通線 その他 10.30 4.00 41.2 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

62 0212 野岸橋 千谷川城内１号線 その他 6.95 2.20 15.3 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

63 0213 坂ノ下橋 宮ノ下２号線 その他 8.36 2.30 19.2 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

64 0214 日渡橋 城川７号線 1級 6.59 7.25 47.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 H27/R1

65 0215 諏訪橋 諏訪団地中央線 その他 8.30 4.60 38.2 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

66 0216 宮の下橋 千谷川城内線 2級 14.45 8.40 121.4 5～15m 鋼橋 道路橋 1966 H27/R1

67 0217 宮田橋 宮田団地中央線 その他 13.50 5.00 67.5 5～15m RC橋 道路橋 1975 H27/R1

68 0218 宮田堰橋 宮田団地3号線 その他 10.67 2.44 26.0 5～15m RC橋 人道橋 不明 H30

69 0219 茶郷橋 西小千谷停車場線 1級 14.50 11.00 159.5 5～15m PC橋 道路橋 1963 H27/R1

71 0221 天田川第１号橋 山谷吉谷線 1級 12.43 7.48 93.0 5～15m RC橋 道路橋 1982 H27/R1

72 0222 天田川第２号橋 側道東１０号線 その他 8.70 4.00 34.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

73 0223 無名橋 側道西10号線 その他 3.28 9.70 31.8 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H27

74 0224 石橋 側道西10号線 その他 4.70 16.85 79.2 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H27

75 0225 通学橋 小千谷中学校通学路線 その他 7.90 7.50 59.3 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

76 0226 城川橋 城川７号線 1級 8.20 3.40 27.9 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

77 0227 天田橋 土川１号線 その他 8.95 3.80 34.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

79 0229 土川橋 奥寺町線 その他 13.55 3.90 52.8 5～15m RC橋 道路橋 1961 H27/R1

81 0231 堺橋 城内横町線 その他 14.78 5.50 81.3 5～15m PC橋 道路橋 1954 H29

83 0233 山王橋 栄町下タ町線 その他 4.75 3.72 17.7 5m未満 RC橋 道路橋 1937 H28/R2

84 0234 大正橋 川岸船岡外廻り線 1級 6.10 4.60 28.1 5～15m RC橋 道路橋 1934 H29

85 0235 吉富橋 吉富町１号線 その他 9.70 2.00 19.4 5～15m RC橋 道路橋 1982 H28

86 0236 蓮華橋 下タ町７号線 その他 5.10 2.30 11.7 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

88 0238 無名橋 時水４号線 その他 3.00 4.08 12.2 5m未満 PC橋 道路橋 不明 H29

89 0239 無名橋 時水７号線 その他 6.00 7.01 42.1 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

90 0240 北屋敷橋 時水７号線 その他 4.35 7.31 31.8 5m未満 PC橋 道路橋 不明 H29

91 0241 市ノ坪橋 山谷吉谷線 1級 2.86 12.94 37.0 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H27/R1

93 0243 昭和橋 船岡町３号線 その他 7.00 4.60 32.2 5～15m RC橋 道路橋 1972 H28

94 0244 猿田彦橋 川岸船岡外廻り線 1級 9.87 5.39 53.2 5～15m PC橋 道路橋 1993 H27

95 0245 船岡２号橋 船岡団地８号線 その他 8.08 4.14 33.5 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

96 0246 船岡１号橋 船岡団地１号線 その他 5.05 4.05 20.5 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

97 0247 時水橋 時水８号線 その他 7.10 7.02 49.8 5～15m RC橋 道路橋 1989 H29

98 0248 関の入橋 山谷吉谷線 1級 8.80 8.53 75.1 5～15m RC橋 道路橋 2004 H28

99 0249 藪川２号橋 側道東１０号線 その他 10.05 4.00 40.2 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

100 0250 藪川１号橋 側道東１０号線 その他 12.85 4.00 51.4 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

101 0251 打越橋 打越１号線 その他 6.10 4.00 24.4 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

102 0252 前田橋 上村高畑線 2級 7.87 6.33 49.8 5～15m RC橋 道路橋 1966 H29

103 0253 栗ノ木田橋 上村高畑線 2級 7.40 6.00 44.4 5～15m RC橋 道路橋 1967 H27/R1

104 0254 滝谷１号橋 滝谷１号線 その他 7.70 2.80 21.6 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

105 0255 藤田沢１号橋 滝谷２号線 その他 6.95 3.10 21.5 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

106 0256 藤田沢２号橋 藤田沢１号線 その他 6.18 5.00 30.9 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

107 0257 藤田沢３号橋 山谷吉谷線 1級 4.23 9.88 41.8 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H27/R1

108 0259 水仙橋 西小千谷１号線 1級 14.60 16.03 234.0 5～15m PC橋 道路橋 1993 H27/R1

109 0260 とどめき橋 西中船岡町線 その他 10.10 4.00 40.4 5～15m PC橋 道路橋 2007 H29

110 0261 無名橋 西中１号線 その他 7.00 6.05 42.4 5～15m PC橋 道路橋 不明 H28

111 0263 無名橋 山谷吉谷線,城川９号線 1級 5.10 12.44 63.4 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

112 0264 無名橋 城川９号線 1級 6.50 6.50 42.3 5～15m RC橋 道路橋 不明 H27/R1

113 0265 大関橋 上ノ山上村線 その他 13.93 2.51 35.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

114 0266 堺川橋 上ノ山８号線 1級 13.70 6.10 83.6 5～15m RC橋 道路橋 1963 H27/R1

115 0267 花立橋 栄町四ツ子線 1級 6.10 7.00 42.7 5～15m RC橋 道路橋 1968 H27/R1

116 0269 船岡橋 本町山本線 1級 7.46 7.50 56.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

117 0270 有明橋 元町千谷線 1級 9.50 6.60 62.7 5～15m RC橋 道路橋 不明 H27/R1

118 0271 無名橋 土川両新田線 2級 4.85 6.20 30.1 5m未満 RC橋 道路橋 2019 H27

119 0272 浄土橋 元町千谷線 1級 11.70 11.10 129.9 5～15m RC橋 道路橋 1965 H27/R1

点検年度 備考
幅員
(m)

面積
(m2)

橋長区分 使用材料 橋種 架設年
橋長
(m)

No 台帳番号 施設名 路線名称 道路種別

 
 

 

○管理橋梁：橋長 15m 未満の道路橋(158 橋：計画対象橋梁数の 88.1％）(3/3) 

120 0273 熊野橋 元町千谷線 1級 5.00 6.60 33.0 5～15m RC橋 道路橋 1965 H27/R1

121 0300 無名橋 五辺１７号線 その他 3.50 2.00 7.0 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

122 0400 無名橋 豊詰下原線 その他 2.50 6.10 15.3 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

123 0402 無名橋 山本５号線 その他 2.50 9.95 24.9 5m未満 PC橋 道路橋 不明 H29

125 0404 小豆田橋 四ツ子２号線 その他 11.50 4.30 49.5 5～15m RC橋 道路橋 1974 H28

126 0406 障子山橋 池ヶ原二俣１号線 その他 5.10 3.00 15.3 5～15m RC橋 道路橋 不明 H30

127 0407 二頃橋 二頃線 その他 7.37 5.03 37.1 5～15m RC橋 道路橋 1977 H30

128 0408 無名橋 池ヶ原二俣２号線 その他 5.00 3.50 17.5 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

130 0410 無名橋 池ヶ原雪峠線 その他 5.40 9.51 51.4 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

131 0411 沢田橋 細島池ヶ原線 その他 12.30 6.00 73.8 5～15m RC橋 道路橋 1982 H27/R1

132 0412 南山１号橋 源藤山線 その他 5.50 4.00 22.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

133 0413 南山橋 源藤山線 その他 10.50 4.00 42.0 5～15m RC橋 道路橋 1967 H28

134 0414 桜田橋 源藤山線 その他 4.40 7.39 32.5 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

135 0415 石名坂橋 石名坂１号線 その他 11.40 5.00 57.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

136 0416 十王橋 石名坂本村線 その他 9.80 5.00 49.0 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

137 0417 下島橋 本村２号線 その他 9.90 4.00 39.6 5～15m RC橋 道路橋 2001 H29

138 0418 北干溝橋 干三２号線 その他 7.60 5.10 38.8 5～15m RC橋 道路橋 1998 H28

139 0419 干三橋 干三６号線 その他 13.21 5.29 69.9 5～15m RC橋 道路橋 1999 H29

140 0420 無名橋 栗山４号線 その他 2.30 4.25 9.8 5m未満 RC橋 道路橋 1995 H29

141 0421 無名橋 栗山４号線 その他 6.04 2.52 15.2 5～15m RC橋 道路橋 1995 H29

142 0422 無双橋 池ヶ原二俣１号線 その他 10.86 4.01 43.5 5～15m RC橋 道路橋 1981 H28/R2

143 0423 無名橋 池ヶ原二俣２号線 その他 5.75 6.55 37.7 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

144 0424 無名橋 中山干三線 その他 8.80 5.55 48.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

145 0425 無名橋 中山干三線 その他 13.50 5.50 74.3 5～15m PC橋 道路橋 不明 H29

146 0426 無名橋 干三８号線 その他 9.00 5.04 45.4 5～15m PC橋 道路橋 不明 H29

150 0602 落合橋 寺沢５号線 その他 14.40 2.40 34.6 5～15m RC橋 道路橋 1981 H28/R2

151 0603 無名橋 寺沢１号線 その他 7.54 2.70 20.4 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

152 0604 無名橋 寺沢３号線 その他 7.85 4.05 31.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 H28

154 0606 若宮橋 岩間木1号線 その他 8.33 1.84 15.3 5～15m 木橋 人道橋 1998 H30

155 0607 中子北橋 中央通り公園線 その他 6.10 4.40 26.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 H29

156 0608 新表沢橋 元中子１号線 その他 4.30 3.90 16.8 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

157 0609 一ノ口橋 中央通り元中子線 その他 4.70 3.73 17.5 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

158 0610 表沢橋 東小千谷１号線 1級 3.60 4.50 16.2 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H28

159 0611 無名橋 元中子７号線 その他 4.60 1.36 6.3 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

160 0612 無名橋 松栄町元中子線 その他 4.45 4.15 18.5 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H28/R2

161 0615 山寺橋 旭町木津線 1級 2.35 6.13 14.4 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H28

162 0616 北上殿橋 元中子４号線 その他 6.22 6.10 37.9 5～15m RC橋 道路橋 1979 H28

163 0618 広田橋 木津上村１号線 その他 2.20 7.45 16.4 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

165 0620 野辺川橋 横渡ひ生線 その他 10.93 6.00 65.6 5～15m PC橋 道路橋 1965 H28

168 0623 無名橋 旭町10号線 その他 2.00 8.60 17.2 5m未満 RC橋 道路橋 2011 H27

169 0624 表沢川放水路１号橋 中央通り木津団地船 その他 8.20 3.30 27.1 5～15m RC橋 道路橋 2018 R2

170 0625 表沢川放水路２号橋 公衆用道路 8.30 6.20 51.5 5～15m RC橋 道路橋 2018 R2

171 0626 表沢川放水路３号橋 元中子木津線 1級 7.70 6.20 47.7 5～15m RC橋 道路橋 2018 R2

172 0627 表沢川放水路４号橋 東栄元中子線 1級 8.40 15.80 132.7 5～15m RC橋 道路橋 2018 R2

173 0628 無名橋 旭町木津官舎線 5.80 7.20 41.8 5～15m RC橋 道路橋 不明 -

174 0629 無名橋 旭町木津官舎線 4.90 8.23 40.3 5m未満 RC橋 道路橋 不明 -

175 0800 無名橋 豊久新田１号線 その他 4.50 4.45 20.0 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H29

176 0802 池ノ又３号橋 池ノ又田代線 その他 2.50 2.20 5.5 5m未満 RC橋 道路橋 不明 H30

177 0803 池ノ又２号橋 池ノ又田代線 その他 3.8 5.4 20.5 5m未満 RC橋 道路橋 1985 H28

178 0804 池ノ又１号橋 池ノ又１号線 その他 2.26 5.1 11.5 5m未満 RC橋 道路橋 2017 R1

点検年度 備考
幅員
(m)

面積
(m2)

橋長区分 使用材料 橋種 架設年
橋長
(m)

No 台帳番号 施設名 路線名称 道路種別
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○ 計画対象橋梁の架橋位置 

 
図 3-1 管理橋梁の位置図 
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(2)対象橋梁の現状 

1)架設年区分 

計画対象橋梁 179 橋のうち架設年が判明している 81 橋は、1981～1985 年に架設された 19 橋が も多く、

全体の約 23％（分母を 81橋として計算）を占める。架設後 50年を経過する橋梁は現在 19 橋となっており、

その数は 20 年後には 56橋（約 69％）と増大し、橋梁の高齢化がこれからも進行する。 
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図 3-2 架設年度の分布 
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図 3-3 架設年判明橋梁の比率 
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図 3-4 高齢化橋梁（建設後 50 年を経過した橋梁）の割合 

 

 

図 3-5 全国における高齢化橋梁の割合（国土交通省 道路メンテナンス年報、R1） 
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2) 諸元による分類 

計画対象橋梁 179 橋のうち、橋長 15m 未満は 158 橋（88％）と中小規模の橋梁が全体の 8割以上を占める。

橋長 15m 以上の橋梁は 21 橋（12％）である。橋長区分を橋梁延長及び橋面積に換算した場合、橋長 15m 未

満は 6,601m2（54％）、橋長 15m以上の橋面積は 5,722m2（46％）である。なお、橋長および幅員は過年度の

定期点検調書や橋梁一般図に記載される値を用いている。 
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         図 3-6 橋長による橋梁数の分布 
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           図 3-7 橋長による橋梁面積の分布 

 

 

 

3）材料区分 

計画対象橋梁 177 橋に使用している主な材料は、鋼及びコンクリートであり、材料による区分は図 3-8 に

示すとおりである。 

 

RC 橋 上部構造を形成する主要部材が鉄筋コンクリートからなる橋 

PC 橋 上部構造を形成する主要部材が PC鋼材で補強された鉄筋コンクリート橋 

鋼橋 上部構造を形成する主要部材が鋼材からなる橋 

木橋 上部構造を形成する主要部材が木材からなる橋。 
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図 3-8 材料区分 
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3.2 計画期間 

(1)法令と道路定期点検要領の関係 

政令（道路法施行令）第 35 条の 2第 2項の規定に基づき、平成 26年 4月に国土交通省が定めた省令（道

路法施行規則）の第四条の五の二において、「必要な知識及び技能を有するものが」「近接目視により」「五

年に一回の頻度で」点検を行い、点検を行ったときは「健全性の診断」を国土交通大臣が定めるところ〔ト

ンネル等の健全性の診断結果の分類に関する告示(平成 26 年国土交通省告示第 426 号)〕により分類するこ

とを定めている。つまり、道路橋における定期点検とはこの省令が求める、「必要な知識と技能を有するも

のによること」「5年に一回の頻度で行われること」「近接目視によること」「健全性の診断を行うこと」の

4つの条件を少なくとも満たすものでなければならない。 

これら 4条件に補足（：告示）を加えた通知であり、地方自治体への技術支援の一環である「道路橋定

期点検要領(平成 26 年 6 月、国土交通省道路局)」は、省令・告示に基づく定期点検を実施するにあたり、

小限の方法や記録項目を具体的に補足したものである。施設管理者は、これら法令に基づく事項を 低

限実施する一方で、それ以外の事項（：技術基準等）は自らの必要に応じて定めるものとした。ただし、

各施設管理者が独自の規定を付与した点検要領を用いる場合でも、法令に基づく必要がある。また、「道路

橋定期点検要領」に記載される 小限の方法や記録項目は満足しなければならない。 
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(2)小千谷市で使用する点検要領 

小千谷市が行う定期点検では「新潟県橋梁定期点検要領［標準点検編］（平成 26年 12月、新潟県土木部道

路管理課）」および「新潟県橋梁定期点検要領［小規模橋梁点検編］（平成 26年 12 月、新潟県土木部道路管理

課）」を主に使用すると共に、参考図書として国土交通省管内にある直轄橋梁の点検要領である「橋梁定期

点検要領(平成 31年 3 月、国土交通省 道路局 国道・技術課)」を使用した。これにより、径間毎・部材毎

に損傷程度の段階的評価を行うことで、対策区分(A-S 判定)の結果等から、健全性の診断（～詳細は「4.3

個別施設の状態等」にて後述）を行うことが出来る。 

これらは、インフラ長寿命化計画の信頼性を担保する上で不可欠なデータである。さらに前述した省令・

告示を満足する内容を有することからも、「新潟県橋梁定期点検要領［標準点検編］（平成 26 年 12 月、新潟

県土木部道路管理課）」および「新潟県橋梁定期点検要領［小規模橋梁点検編］（平成 26年 12月、新潟県土木

部道路管理課）」を、橋梁の主たる点検要領として定める。 

 

 

 

 

(2)計画期間 

点検を実施する頻度より、計画更新までの基本サイクルは 5 年間とし、将来の見直しを確認する目的か

ら修繕計画は今後 10 年を対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)継続的なメンテナンスサイクルの構築 

インフラ長寿化基本計画（H25.11、国土交通省）では、インフラ機能の確実かつ効率的な確保を行うた

めの取組として、「点検・診断の結果に基づき、必要な対策を適切な時期に、着実かつ効率的・効果的に実

施するとともに、これらの取組を通じて得られた施設の状態や対策履歴等の情報を記録し、次期点検・診

断に活用するという「メンテナンスサイクル」を構築し、継続的に発展させていく」ことを掲げている。

さらに、道路法施行規則の一部改正でも、「各道路管理者の責任による点検→診断→措置→記録というメン

テナンスサイクルの確立」を実現するために、具体的な点検頻度や方法が法令で定めている。 

このような背景をふまえ、第 2期小千谷市橋梁長寿命化修繕計画では、PDCA サイクルの考え方をより実

行可能なものとするために「メンテナンスサイクル」（図 3-9 参照）を構築し、確実に実行する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-9 メンテナンスサイクル（橋梁） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小千谷市では、 

「新潟県橋梁定期点検要領［標準点検編］（平成 26 年 12 月、新潟県土木部道路管理課）」 

「新潟県橋梁定期点検要領［小規模橋梁点検編］（平成 26年 12 月、新潟県土木部道路管理課）」 

を、全ての管理橋梁の定期点検に適用する要領とする。 

上記要領に従い、下記①～③を行う。 

 

①定期点検を 5年に一回の頻度で実施するものとする。 

②定期点検は近接目視とする。 

③点検・診断により健全性を「Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」で段階的に評価する。 

●点検 
 
道路法施行規則に基づき、5年
に 1度、近接目視による点検
を実施する。 

●記録 
 
効率的にメンテナンスサイク
ルを回すため、点検・診断・
措置の結果を記録し、蓄積す
る。 

●措置 
 
点検・診断の結果を基に、 
修繕計画を策定し、計画的な
修繕・架替えを、的確かつ効
率的に実施する。 

●診断 
 
点検結果を基に、施設の健全性
を診断し、状態に応じて全国統
一の健全度判定区分Ⅰ～Ⅳに
分類する。 

●国土交通省 道路施設データベース（エクセル形式） 

 ※「道路橋個別点検データ様式」にて運用 

14



●メンテナンスサイクルの各要素について 

（1）点検 

1）定期点検の頻度 

定期点検は、5年に 1回の頻度で実施することを基本とする。 

 

※新潟県橋梁定期点検要領 ［標準点検編］（新潟県土木部道路管理課、令和 2年 3 月）より     

2）点検の方法 

定期点検は、近接目視により行うことを基本とし、全ての部材に近接して部材の状態を評価する。近接

目視とは、肉眼により部材の状態を把握し、評価が行える距離まで接近して目視を行うことと定義する。 

また、必要に応じて触診や打音調査を含む非破壊検査などを行う。点検時にうき・はく離等があった場

合は、道路利用者被害及び第三者被害を予測する橋梁においては、事故防止の観点から、急的に措置を実

施したうえで判定を行う。 

 

（2）診断 

定期点検では、部材単位及び道路橋毎の「健全性の診断」を行い、健全性の診断は「Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ」

の 4段階の区分で実施する。 

 

1）部材単位の健全性の診断 

部材単位の健全性の診断は、表 3-1 に示す判定区分により行うことを基本する。 

 

表 3-1 健全性の診断 判定区分 

区分 状態 

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点

から措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を

講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
道路橋の機能に支障が生じている、または生じる可能性が

著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。 

※新潟県橋梁定期点検要領 ［標準点検編］（新潟県土木部道路管理課、令和 2年 3 月）より 

 

2）道路橋毎の健全性の診断 

道路橋の健全性の診断についても、表 3-2 の判定区分により行う。道路橋単位の診断は、部材単位の

健全性の診断結果を踏まえて、橋梁の主要な構造に着目して、道路橋毎に総合的に判断する。 

 

 

 

 

表 3-2 健全性の診断 判定区分 

区分 状態 

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 
道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点

から措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を

講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
道路橋の機能に支障が生じている、または生じる可能性が

著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。 

※新潟県橋梁定期点検要領 ［標準点検編］（新潟県土木部道路管理課、令和 2年 3 月）より 

 

（3）措置 

定期点検及び健全性の診断結果に基づき、道路の効率的な維持及び修繕が図れるよう、修繕や更新等と

いった必要な措置を講じる。 

 

1）個別施設修繕計画の策定 

点検・診断の結果に基づき、損傷の原因や橋梁に求められる機能、ライフサイクルコスト等を考慮しな

がら、橋梁の「個別施設計画」を策定する。 

 

2）緊急対策の速やかな実施 

緊急に措置が必要と診断した橋梁について、予算や技術的理由により速やかな修繕・架け替えが出来な

い場合は、通行規制や通行止めを実施する。 

 

3）計画的な修繕の実施 

個別施設修繕計画に基づき、修繕・架け替えを、計画的かつ効率的に実施する。 

 

4）集約化・撤去の実施 

社会構造の変化（例：人口減少、土地利用の変化）に伴う橋梁等の利用状況をふまえ、必要に応じて橋

梁等の集約化・撤去を実施する。 

 

（4）記録 

定期点検及び健全性の診断の結果、並びに措置（修繕等）の内容を記録し、当該道路橋を供用する期間

中は、記録結果を保存する。 

 

定期点検は、供用後 2 年以内に初回点検を行うものとし、2 回目以降は、5 年に 1

回の頻度で実施することを基本とする。 
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3.3 個別施設の状態等 

小千谷市では計画対象橋梁 177橋に対して、平成 27 年度から令和元年度にかけて「新潟県橋梁定期点検要

領［標準点検編］（平成 26 年 12 月、新潟県土木部道路管理課）」および「新潟県橋梁定期点検要領［小規模橋

梁点検編］（平成 26 年 12 月、新潟県土木部道路管理課）」に基づき、1 回目および 2 回目の橋梁定期点検を

実施した。 

 

1)点検実績による損傷評価区分および対策区分 
橋梁定期点検では近接目視点検を行い、損傷評価および対策区分の判定を実施した。表 3-3 に挙げた定期

点検では、「新潟県橋梁定期点検要領［標準点検編］（平成 26年 12月、新潟県土木部道路管理課）」および「新

潟県橋梁定期点検要領［小規模橋梁点検編］（平成 26 年 12 月、新潟県土木部道路管理課）」に基づき、径間毎

及び部材毎に損傷変状の状況を確認し、損傷程度区分（a～e）で段階的に評価し、その結果から対策区分を

判定・記録した。表 3-4 に対策区分の判定区分を示す。 
 

表 3-3 損傷の種類と塔体の把握の標準的な方法 

 

表 3-4 対策区分の判定区分 

 

 

2) 健全性の診断による判定区分 
平成 27 年度から実施している定期点検では、「橋梁定期点検要領」（H26.6、国土交通省道路局国道･防災

課）」および「橋梁定期点検要領(平成 31年 3月、国土交通省 道路局 国道・技術課)」に拠り、部材単位

または道路橋毎に健全性の診断を行う必要がある。小千谷市では、橋梁定期点検要領を基にして作成され

た「新潟県橋梁定期点検要領［標準点検編］（平成 26 年 12 月、新潟県土木部道路管理課）」および「新潟県

橋梁定期点検要領［小規模橋梁点検編］（平成 26年 12 月、新潟県土木部道路管理課）」に基づき近接目視点

検で確認した損傷程度（a～e）を基に、4種類の健全度判定区分（Ⅰ～Ⅳ）で診断した。 

健全性の診断では、指標値・算定値といった客観的な評価とは違い、機能や役割の異なる多くの部材毎

の特徴、または橋梁の架橋条件といった、個々の状況をふまえて行うことが重要である。したがって、判

定要領といったマニュアルは無く、健全度を診断する者の判定能力に係るものが非常に大きい。 

 

表 3-5 対策区分の判定と橋梁単位の健全性の関係（参考） 

判定

区分
判定の内容 健全度 判定の内容 定義 定義

A
損傷が認められないか、損傷が
軽微で補修を行う必要がない。

A
損傷が認められないか、損傷が
軽微で補修を行う必要がない。

B
状況に応じて補修を行う必要が

ある。
B

状況に応じて補修を行う必要が

ある。

C1
予防保全の観点から、速やかに

補修等を行う必要がある。
C1

予防保全の観点から、速やかに

補修等を行う必要がある。
Ⅱ

予防保

全段階

道路橋の機能に支障が生じてい
ないが、予防保全の観点から措

置を講ずることが望ましい状
態。

Ⅱ
予防保

全段階

道路橋の機能に支障が生じてい
ないが、予防保全の観点から措

置を講ずることが望ましい状
態。

C2
橋梁構造の安全性の観点から、
速やかに補修等を行う必要があ
る。

C2
橋梁構造の安全性の観点から、
速やかに補修等を行う必要があ
る。

C3

C3+

E1
橋梁構造の安全性の観点から、
緊急対応の必要がある。

E1
橋梁構造の安全性の観点から、
緊急対応の必要がある。

E2
その他、緊急対応の必要があ
る。

E2
その他、緊急対応の必要があ
る。

M
維持工事で対応する必要があ
る。

C1 省略 Ⅱ 省略 省略

S1 詳細調査の必要がある。 C2 省略 Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ 省略 省略

S2 追跡調査の必要がある。 B 省略 Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ 省略 省略

C3

緊急措
置段階

緊急措
置段階

橋梁単位の健全性の診断

区分

該当項目無し

橋梁構造の安全性の観点から、
速やかに補修等を行う必要があ

り、特に損傷の進展性が速い、
又は耐荷力への影響が大きく、
より早期に補修等を行う必要が

ある。

健全
道路橋の機能に支障が生じてい
ない状態。

Ⅲ
早期措
置段階

道路橋の機能に支障が生じる可
能性があり、早期に措置を講ず

べき状態

Ⅳ

道路橋の機能に支障が生じてい

る、又は生じる可能性が著しく
高く、緊急に措置を講ずべき状
態。

健全度の判定対策区分の判定

区分

部材単位の健全性の診断

Ⅰ

橋梁構造の安全性の観点から、
速やかに補修等を行う必要があ
り、特に損傷の進展性が速い、

又は耐荷力への影響が大きく、
より早期に補修等を行う必要が
ある。C3判定のうち、特に補修

等の優先度が高い橋梁はC3+評価
とする。

Ⅰ 健全

早期措
置段階

道路橋の機能に支障が生じてい

る、又は生じる可能性が著しく
高く、緊急に措置を講ずべき状
態。

道路橋の機能に支障が生じてい
ない状態。

Ⅲ

Ⅳ

道路橋の機能に支障が生じる可
能性があり、早期に措置を講ず

べき状態
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本計画の対象橋梁について、小千谷市が令和 2 年度までに実施した近接目視点検に基づいた健全性の診

断結果（判定区分Ⅰ～Ⅳ）の内訳は、図 3-10 のとおりである（近接点検が不可能な下田１号橋を除く）。

また、橋梁毎の部材単位・橋単位での診断結果を後頁の表 3-6～3-9 に整理した。 

緊急措置段階である「判定区分：Ⅳ」の橋梁は無かったが、早期措置段階である「判定区分：Ⅲ」の橋梁

は 13橋であった。これらは点検後 5年以内を目標に、対策（補修・架替え等）を優先的に取り組むことが望

ましい。なお、計画対象橋梁のうち 26 橋は平成 27 年度以降の点検後に修繕工事を実施しているが、橋梁に

ついては健全度が回復しているものとして集計している。 
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図 3-10 健全性の診断結果 
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図 3-11 使用材料ごとの健全性の診断結果 
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図 3-12 橋長区分ごとの健全性の診断結果 
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図 3-13 使用材料および橋長区分ごとの健全性の診断結果 
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表3-6　健全性の診断　判定一覧

緯度 経度 補修履歴等（H27以降） 竣工
1 0001 反橋 側道東１号線 21.80 6.00 RC橋 道路橋 37.382395 138.789847 1980 R1.07 B1 Ⅰ R6
2 0002 無名橋 側道西１号線 3.60 3.55 RC橋 道路橋 37.38274 138.78938 不明 R4.07 B Ⅰ R9
3 0003 水沢上之橋 稲場水沢線 4.75 2.10 RC橋 道路橋 37.30658 138.77856 1980 R4.07 C1 Ⅱ R9
4 0004 水沢橋 高見五之町線 6.38 5.01 RC橋 道路橋 37.373542 138.77574 不明 R3.07 B Ⅰ R8
5 0005 荒屋敷橋 屋敷四之町線 5.24 2.51 RC橋 道路橋 37.37253 138.77765 不明 R4.07 C1 Ⅱ R9
6 0006 沼田橋 四之町沼田線 18.90 7.08 PC橋 道路橋 37.371478 138.780937 1989 R1.07 B1 Ⅰ R6
7 0008 茶畑１号橋 末広町山屋線 8.00 4.10 RC橋 道路橋 37.36714 138.77463 不明 R4.06 B Ⅰ R9
8 0009 茶畑２号橋 茶畑１号線 6.83 3.29 RC橋 道路橋 37.36704 138.77521 不明 R4.06 B Ⅰ R9 H28橋修第1号 H28.12
9 0010 茶畑３号橋 茶畑３号線 7.47 2.01 RC橋 道路橋 37.36691 138.77575 1981 R4.06 A Ⅰ R9
10 0011 西原橋 片貝停車場線 5.88 10.00 RC橋 道路橋 37.368935 138.780031 不明 R3.07 B Ⅰ R8
11 0012 町裏１号橋 町裏６号線 8.20 5.00 RC橋 道路橋 37.367872 138.778234 不明 R3.07 A Ⅰ R8
12 0013 無名橋 末広町山屋線 10.15 4.10 RC橋 道路橋 37.36588 138.78131 不明 R4.07 C2 Ⅲ R9
13 0015 無名橋 側道西２号線 2.80 4.95 RC橋 道路橋 37.37069 138.78629 不明 R4.07 B Ⅰ R9
14 0016 無名橋 側道東１号線 2.90 6.84 RC橋 道路橋 37.37073 138.78693 不明 R4.07 B Ⅰ R9
15 0017 池津橋 池津５号線 4.10 5.00 RC橋 道路橋 37.369478 138.793735 不明 H29.09 A Ⅰ - 暗渠化によりR4年度廃止
16 0018 無名橋 側道東2号線 10.00 7.00 RC橋 道路橋 37.367195 138.786037 不明 R1.08 B2 Ⅱ R6
17 0019 大原橋 昭和坂線 8.45 6.00 鋼橋 道路橋 37.366381 138.800171 不明 R3.07 B Ⅰ R8 R1橋修第3号（R2繰越） R2.6
18 0020 栃尾澤橋 城之腰線 10.20 6.05 PC橋 道路橋 37.363238 138.769718 1993 R3.07 B Ⅰ R8
19 0021 永寿橋 茶畑７号線 7.30 5.00 RC橋 道路橋 37.36484 138.7736 1979 R4.06 C1 Ⅱ R9 H29橋修第1号 H29.12
20 0022 千尺橋 沢尻線 10.90 7.00 RC橋 道路橋 37.363646 138.782998 1982 R1.08 B2 Ⅱ R6
21 0023 寺社堀２号橋 狼塚線 8.45 7.00 RC橋 道路橋 37.359298 138.791742 不明 R3.07 B Ⅰ R8
22 0024 権田橋 山屋鴻巣線 10.10 4.60 RC橋 道路橋 37.3568 138.78205 1981 R4.07 B Ⅰ R9
23 0025 無名橋 小粟田原１号線 7.23 5.01 鋼橋 道路橋 37.3565 138.78905 不明 R4.06 C1 Ⅱ R9
24 0026 田成１号橋 五辺２号線 2.40 5.80 RC橋 道路橋 37.35921 138.81224 不明 R4.07 C1 Ⅱ R9
25 0027 無名橋 五辺４号線 2.10 3.60 PC橋 道路橋 37.35863 138.81256 不明 R4.07 A Ⅰ R9
26 0031 鴻巣１号橋 鴻巣本線 7.75 6.50 RC橋 道路橋 37.352828 138.78166 1982 R2.08 C2 Ⅲ R7
27 0032 無名橋 鴻巣本線 6.30 6.00 RC橋 道路橋 37.351747 138.785134 不明 R1.08 B2 Ⅱ R6
28 0033 上野橋 高梨瓦屋踏切線 16.70 5.00 RC橋 道路橋 37.351025 138.81028 1998 R3.07 B Ⅰ R8
29 0035 下田２号橋 三仏生小粟田原線 14.60 5.00 RC橋 道路橋 37.341942 138.805716 1999 R3.07 B Ⅰ R8
30 0036 中田橋 千谷小粟田線 13.41 5.02 RC橋 道路橋 37.33577 138.80268 1998 R4.07 A Ⅰ R9
31 0037 下田１号橋 高梨道ノ木線 2.40 6.46 RC橋 道路橋 37.33697 138.804504 不明 H28.07 - - - 暗渠化によりR3年度廃止
32 0038 千石橋 千谷島環状線 12.55 10.05 PC橋 道路橋 37.328591 138.805842 1984 R1.07 B2 Ⅱ R6 H28橋修第9号 H29.3
33 0039 裏田橋 高梨中央線 2.17 11.19 RC橋 道路橋 37.34729 138.81738 不明 R4.07 C1 Ⅱ R9
34 0040 塚田１号橋 高梨道ノ木線 7.00 3.90 RC橋 道路橋 37.32375 138.79489 不明 R4.07 A Ⅰ R9
35 0041 塚田２号橋 堰詰中通線 9.93 3.72 RC橋 道路橋 37.3248 138.79852 不明 R4.07 B Ⅰ R9
36 0042 堰詰２号橋 千谷幹線 8.30 3.70 RC橋 道路橋 37.325454 138.80002 不明 R1.07 C1 Ⅱ R6
37 0043 堰詰１号橋 中通２号線 7.30 1.80 RC橋 道路橋 37.32486 138.79979 不明 R4.08 B I R9 H29橋修第2号 H29.12
38 0044 千歳橋 千谷島１号線 12.60 12.00 PC橋 道路橋 37.328591 138.805842 1984 R1.07 B1 Ⅰ R6 H28橋修第9号 H29.3
39 0045 思川橋 千谷中央線 8.54 4.02 鋼橋 道路橋 37.32492 138.80204 1968 R4.08 B Ⅰ R9
40 0046 千栄橋 千谷島環状線 20.65 10.53 PC橋 道路橋 37.320681 138.801308 1981 R3.07 B Ⅰ R8
41 0048 滝の坂橋 五辺大原線 16.80 5.00 PC橋 道路橋 37.356919 138.804217 1997 R2.08 C1 Ⅱ R7
42 0049 米沢１号橋 平沢町鉄工団地線 7.32 6.01 RC橋 道路橋 37.322518 138.789303 不明 R3.07 A Ⅰ R8
43 0050 鴻巣橋 西部工業団地中央線 10.30 6.60 PC橋 道路橋 37.349265 138.779007 不明 R1.08 B2 Ⅱ R6
44 0052 無名橋 坪野山谷線 5.35 5.02 PC橋 道路橋 37.3376 138.77238 不明 R4.07 A Ⅰ R9
45 0053 源二郎川橋 表三之町八島線 4.10 7.75 RC橋 道路橋 37.37338 138.77676 不明 R4.07 A Ⅰ R9
46 0054 無名橋 側道西1号線 3.10 3.55 PC橋 道路橋 37.38464 138.78986 不明 R2.08 B1 Ⅰ R7
47 0055 無名橋 側道東1号線 3.05 6.55 PC橋 道路橋 37.38458 138.79044 不明 R2.08 A Ⅰ R7
48 0056 佃橋 屋敷町裏線 5.40 6.70 RC橋 道路橋 37.36817 138.77936 1961 R1.08 C1 Ⅱ R6 H28橋修第5号 H28.12
49 0057 無名橋 鴻巣町裏線 6.80 5.80 PC橋 道路橋 37.35694 138.77848 不明 R2.08 A Ⅰ R7
50 0200 舞台橋 山谷１５号線 11.30 5.00 RC橋 道路橋 37.330139 138.774388 1983 R3.07 B Ⅰ R8
51 0201 五軒丁橋 山谷１６号線 7.90 4.00 RC橋 道路橋 37.329673 138.775123 1985 R3.07 B Ⅰ R8

台帳番号 施設名 路線名称 架設年度使用材料
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No 点検年月
橋長
(m)

幅員
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52 0202 山谷橋 白山運動公園線 9.10 7.10 RC橋 道路橋 37.32932 138.775943 1983 R1.08 B2 Ⅱ R6
53 0203 太田橋 山谷１７号線 9.80 5.50 RC橋 道路橋 37.328704 138.777291 1981 R3.07 B Ⅰ R8
54 0204 沢尻２号橋 白山運動公園線 3.13 8.00 RC橋 道路橋 37.326553 138.775289 不明 R1.08 B2 Ⅱ R6
55 0205 前野橋 山谷２０号線 10.05 6.00 RC橋 道路橋 37.32619 138.779391 1987 R3.07 B Ⅰ R8
56 0206 太田１号橋 山谷吉谷線 5.33 5.66 RC橋 道路橋 37.32396 138.78173 1982 R4.07 B Ⅰ R9
57 0207 米沢橋 山谷吉谷線 2.22 5.60 RC橋 道路橋 37.323835 138.781652 1982 R3.07 C1 Ⅱ R8
58 0208 宮脇橋 中通り神前線 4.80 5.35 RC橋 道路橋 37.31806 138.77665 不明 R4.07 B Ⅰ R9
59 0209 二の宮川橋 側道西７号線 12.30 4.05 RC橋 道路橋 37.318044 138.780295 不明 R3.07 B Ⅰ R8
60 0210 二ノ宮橋 桜町千谷線 6.90 6.25 PC橋 道路橋 37.317358 138.781772 2006 R1.08 B2 Ⅱ R6
61 0211 桜橋 ニノ宮本通線 10.30 4.00 RC橋 道路橋 37.31676 138.78355 不明 R3.07 C1 Ⅱ R8
62 0212 野岸橋 千谷川城内１号線 6.95 2.20 RC橋 道路橋 37.31698 138.79656 不明 R3.07 B Ⅰ R8
63 0213 坂ノ下橋 宮ノ下２号線 8.36 2.30 RC橋 道路橋 37.31761 138.79851 不明 R3.07 B Ⅰ R8
64 0214 日渡橋 城川７号線 6.59 7.25 RC橋 道路橋 37.316153 138.790025 不明 R1.07 C1 Ⅱ R6
65 0215 諏訪橋 諏訪団地中央線 8.30 4.60 RC橋 道路橋 37.315372 138.793926 不明 R3.07 B Ⅰ R8
66 0216 宮の下橋 千谷川城内線 14.45 8.40 鋼橋 道路橋 37.31636 138.798796 1966 R1.07 C1 Ⅱ R6
67 0217 宮田橋 宮田団地中央線 13.50 5.00 RC橋 道路橋 37.314338 138.79846 1975 R1.07 B2 Ⅱ R6
68 0218 宮田堰橋 宮田団地３号線 10.67 2.44 RC橋 人道橋 37.31323 138.79876 不明 R4.08 C2 Ⅲ R9
69 0219 茶郷橋 西小千谷停車場線 14.50 11.00 PC橋 道路橋 37.312888 138.798461 1963 R1.07 C1 Ⅱ R6
70 0220 千谷川橋 城内環状線 15.08 3.62 鋼橋 道路橋 37.31197 138.79807 1964 R3.07 C1 Ⅱ R8
71 0221 天田川１号橋 山谷吉谷線 12.43 7.48 RC橋 道路橋 37.309656 138.778828 1982 R1.07 B2 Ⅱ R6
72 0222 天田川２号橋 側道東10号線 8.70 4.00 RC橋 道路橋 37.309211 138.781797 不明 R3.07 C1 Ⅱ R8
73 0223 無名橋 側道西10号線 3.28 9.70 RC橋 道路橋 37.30678 138.77842 不明 R2.07 C1 Ⅱ R7
74 0224 石橋 側道西10号線 4.70 16.85 RC橋 道路橋 37.30658 138.77856 不明 R2.07 C1 Ⅱ R7
75 0225 通学橋 小千谷中学校通学路線 7.90 7.50 RC橋 道路橋 37.310169 138.788914 不明 R3.07 C1 Ⅱ R8
76 0226 城川橋 城川７号線 19.00 3.40 RC橋 道路橋 37.30968 138.78659 不明 R4.08 C1 Ⅱ R9
77 0227 天田橋 土川１号線 8.95 3.80 RC橋 道路橋 37.30905 138.78592 不明 R4.08 B Ⅰ R9
78 0228 協栄橋 土川城内中央線 15.80 7.00 鋼橋 道路橋 37.31068 138.79172 1974 R3.07 B Ⅰ R8
79 0229 土川橋 奥寺町線 13.55 3.90 RC橋 道路橋 37.308442 138.789656 1961 R1.07 B2 Ⅱ R6
80 0230 安らぎ橋 城川７号線 18.60 12.10 RC橋 道路橋 37.306797 138.787795 1994 R3.07 B Ⅰ R8
81 0231 堺橋 城内横町線 14.78 5.50 PC橋 道路橋 37.31067 138.79486 1954 R3.07 C1 Ⅱ R8 H27橋修第3号 H28.3
82 0232 本城橋 西小千谷１号線 22.74 16.00 RC橋 道路橋 37.310838 138.796923 1976 R1.07 C1 Ⅱ R6 H28橋修第6号 H28.12
83 0233 山王橋 栄町下タ町線 4.75 3.72 RC橋 道路橋 37.308125 138.798561 1937 R2.08 C2 Ⅲ R7 R3橋修第1号 R3.7
84 0234 大正橋 川岸船岡外廻り線 6.10 4.60 RC橋 道路橋 37.30715 138.79815 1934 R4.08 B Ⅰ R9
85 0235 吉富橋 吉富町１号線 9.70 2.00 RC橋 道路橋 37.306387 138.797197 1982 R3.07 A Ⅰ R8
86 0236 蓮華橋 下タ町７号線 5.10 2.30 RC橋 道路橋 37.30805 138.79973 不明 R4.08 B Ⅰ R9
87 0237 金比羅橋 下タ町８号線 17.60 5.10 RC橋 道路橋 37.30828 138.800563 不明 R3.09 B Ⅰ R8
88 0238 無名橋 時水４号線 3.00 4.08 PC橋 道路橋 37.30115 138.76989 不明 R4.07 A Ⅰ R9
89 0239 無名橋 時水７号線 6.00 7.01 RC橋 道路橋 37.30099 138.77043 不明 R4.07 B Ⅰ R9
90 0240 北屋敷橋 時水７号線 4.35 7.31 PC橋 道路橋 37.30077 138.77113 不明 R4.07 B Ⅰ R9
91 0241 市ノ坪橋 山谷吉谷線 2.86 12.94 RC橋 道路橋 37.301199 138.772705 不明 R1.08 B2 Ⅱ R6
92 0242 上の橋 魚沼神社２号線 15.44 2.33 鋼橋 道路橋 37.30532 138.78682 1978 R3.07 B Ⅰ R8
93 0243 昭和橋 船岡町３号線 7.00 4.60 RC橋 道路橋 37.305608 138.797069 1972 R2.08 C1 Ⅱ R7
94 0244 猿田彦橋 川岸船岡外廻り線 9.87 5.39 PC橋 道路橋 37.302788 138.796516 1993 R2.08 C1 Ⅱ R7 R1橋修第1号（R2繰越） R2.7
95 0245 船岡２号橋 船岡団地８号線 8.08 4.14 RC橋 道路橋 37.30203 138.79629 不明 R4.08 B Ⅰ R9
96 0246 船岡１号橋 船岡団地１号線 5.05 4.05 RC橋 道路橋 37.30057 138.79582 不明 R4.08 B Ⅰ R9
97 0247 時水橋 時水８号線 7.10 7.02 RC橋 道路橋 37.29991 138.77205 1989 R4.07 B Ⅰ R9
98 0248 関の入橋 山谷吉谷線 8.80 8.53 RC橋 道路橋 37.300256 138.772478 2004 R2.08 C1 Ⅱ R7 H28橋修第8号 H29.3
99 0249 藪川２号橋 側道東10号線 10.05 4.00 RC橋 道路橋 37.300489 138.781164 不明 R2.08 C1 Ⅱ R7
100 0250 藪川１号橋 側道東10号線 12.85 4.80 RC橋 道路橋 37.299541 138.781403 不明 R2.08 C1 Ⅱ R7
101 0251 打越橋 打越１号線 6.10 4.00 RC橋 道路橋 37.29122 138.77799 不明 R4.07 B Ⅰ R9
102 0252 前田橋 上村高畑線 7.87 6.33 RC橋 道路橋 37.29141 138.77966 1966 R4.07 B Ⅰ R9
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103 0253 栗ノ木田橋 上村高畑線 7.40 6.00 RC橋 道路橋 37.289282 138.779778 1967 R1.07 C1 Ⅱ R6 H28橋修第7号 H29.3
104 0254 滝谷１号橋 滝谷１号線 7.70 2.80 RC橋 道路橋 37.28798 138.78052 不明 R4.07 B Ⅰ R9
105 0255 藤田沢１号橋 滝谷２号線 6.95 3.10 RC橋 道路橋 37.28685 138.78124 不明 R3.07 B Ⅰ R8
106 0256 藤田沢２号橋 藤田沢１号線 6.18 5.00 RC橋 道路橋 37.285759 138.780869 不明 R3.07 A Ⅰ R8
107 0257 藤田沢３号橋 山谷吉谷線 4.23 9.88 RC橋 道路橋 37.28222 138.78364 不明 R1.07 B1 Ⅰ R6
108 0259 水仙橋 西小千谷１号線 14.60 16.03 PC橋 道路橋 37.316895 138.795528 1993 R1.07 B2 Ⅱ R6 H28橋修第6号 H28.12
109 0260 とどめき橋 西中船岡町線 10.10 4.00 PC橋 道路橋 37.29822 138.79441 2007 R4.08 A Ⅰ R9
110 0261 無名橋 西中１号線 7.00 6.05 PC橋 道路橋 37.299773 138.795585 不明 R2.08 C1 Ⅱ R7
111 0263 無名橋 山谷吉谷線 5.10 12.44 RC橋 道路橋 37.31807 138.77931 不明 R4.07 B Ⅰ R9
112 0264 無名橋 城川９号線 6.50 6.50 RC橋 道路橋 37.317411 138.769621 不明 R1.07 B1 Ⅰ R6
113 0265 大関橋 上ノ山上村線 13.93 2.51 RC橋 道路橋 37.30079 138.78445 不明 R4.07 A Ⅰ R9 H27橋修第1号 H27.12
114 0266 堺川橋 上ノ山８号線 13.70 6.10 RC橋 道路橋 37.298966 138.785314 1963 R1.07 C1 Ⅱ R6
115 0267 花立橋 栄町四ツ子線 6.10 7.00 RC橋 道路橋 37.300758 138.797341 1968 R1.07 B2 Ⅱ R6 H28橋修第7号 H29.3
116 0269 船岡橋 本町山本線 7.46 7.50 RC橋 道路橋 37.30434 138.79674 1961 R3.09 B Ⅰ R8
117 0270 有明橋 元町千谷線 9.50 6.60 RC橋 道路橋 37.317348 138.800188 1963 R1.07 C1 Ⅱ R6 H28橋修第9号 H29.3
118 0271 無名橋 土川両新田線 4.85 6.20 RC橋 道路橋 37.30506 138.77894 不明 R2.07 B1 Ⅰ R7 H30道路第47号 R1.5
119 0272 浄土橋 元町千谷線 11.70 11.10 RC橋 道路橋 37.32453 138.80269 1965 R1.07 C1 Ⅱ R6
120 0273 熊野橋 元町千谷線 5.00 6.60 RC橋 道路橋 37.32931 138.80667 1965 R1.07 C1 Ⅱ R6
121 0300 無名橋 五辺１７号線 3.50 2.00 RC橋 道路橋 37.35952 138.81205 不明 R4.07 B Ⅰ R9
122 0400 無名橋 豊詰下原線 2.50 6.10 RC橋 道路橋 37.29805 138.79641 不明 R4.08 B Ⅰ R9
123 0402 無名橋 山本５号線 2.50 9.95 PC橋 道路橋 37.29127 138.80568 不明 R4.05 B Ⅰ R9
124 0403 小豆田２号橋 側道東１４号線 17.12 3.99 RC橋 道路橋 37.285759 138.78586 1957 R1.07 B2 Ⅱ R6
125 0404 小豆田橋 四ツ子２号線 11.50 4.30 RC橋 道路橋 37.283983 138.78478 1974 R2.08 B2 Ⅱ R7
126 0406 障子山橋 池ケ原二俣１号線 5.10 3.00 RC橋 道路橋 37.27133 138.78896 不明 R4.06 A I R9 H29橋修第3号 H29.12
127 0407 ニ頃橋 二頃線 7.37 5.03 RC橋 道路橋 37.26685 138.7769 1977 R4.06 B Ⅰ R9 H28橋修第4号 H29.3
128 0408 無名橋 池ケ原二俣２号線 5.00 3.50 RC橋 道路橋 37.26775 138.77805 不明 R4.06 B Ⅰ R9
129 0409 悪沢橋 池ヶ原雪峠線 22.30 5.60 RC橋 道路橋 37.26806 138.804624 1997 R1.07 B1 Ⅰ R6
130 0410 無名橋 池ケ原雪峠線 5.40 9.51 RC橋 道路橋 37.264425 138.803365 不明 R2.08 C1 Ⅱ R7
131 0411 沢田橋 細島池ヶ原線 12.30 6.00 RC橋 道路橋 37.268754 138.815525 1982 R1.07 B1 Ⅰ R6
132 0412 南山１号橋 源藤山線 5.50 4.00 RC橋 道路橋 37.24555 138.75359 不明 R4.07 B Ⅰ R9
133 0413 南山橋 源藤山線 10.50 4.00 RC橋 道路橋 37.244284 138.753799 1967 R2.08 B2 Ⅱ R7 H28橋修第3号 H28.12
134 0414 桜田橋 源藤山線 4.40 7.39 RC橋 道路橋 37.23277 138.76998 不明 R4.06 B Ⅰ R9
135 0415 石名坂橋 石名坂１号線 11.40 5.00 RC橋 道路橋 37.23421 138.77405 不明 R4.06 B Ⅰ R9
136 0416 十王橋 石名坂本村線 9.80 5.00 RC橋 道路橋 37.233647 138.776113 不明 R2.08 B2 Ⅱ R7
137 0417 下島橋 本村２号線 9.90 4.00 RC橋 道路橋 37.22917 138.77621 2001 R4.06 B Ⅰ R9
138 0418 北干溝橋 干三２号線 7.60 5.10 RC橋 道路橋 37.227214 138.772444 1998 R2.08 B1 Ⅰ R7
139 0419 干三橋 干三６号線 13.21 5.29 RC橋 道路橋 37.2271 138.77146 1999 R4.06 A Ⅰ R9
140 0420 無名橋 栗山４号線 2.30 4.25 RC橋 道路橋 37.21856 138.74744 1995 R4.06 B Ⅰ R9
141 0421 無名橋 栗山４号線 6.04 2.52 RC橋 道路橋 37.21714 138.74465 1995 R4.06 B Ⅰ R9
142 0422 無双橋 池ケ原二俣１号線 10.86 4.01 RC橋 道路橋 37.271161 138.779541 1981 R2.08 C2 Ⅲ R7 R4→R5繰越橋修第2号 R5.8
143 0423 無名橋 池ケ原二俣２号線 5.75 6.55 RC橋 道路橋 37.266915 138.786859 不明 R3.07 C1 Ⅱ R8
144 0424 無名橋 中山干三線 8.80 5.55 RC橋 道路橋 37.234649 138.772408 不明 R2.08 C1 Ⅱ R7
145 0425 無名橋 中山干三線 13.50 5.50 PC橋 道路橋 37.23255 138.77225 不明 R4.06 B Ⅰ R9
146 0426 無名橋 干三８号線 9.00 5.04 PC橋 道路橋 37.22666 138.76984 不明 R4.06 A Ⅰ R9
147 0427 大日沢橋りょう 池ヶ原山本線 16.25 14.25 鋼橋 道路橋 37.27201 138.79133 1986 R2.08 B2 Ⅱ R7
148 0600 朝日山橋 浦柄朝日山線 19.43 3.60 RC橋 道路橋 37.33332 138.8324 不明 R3.07 B Ⅰ R8
149 0601 島田橋 浦柄６号線 17.05 4.60 鋼橋 道路橋 37.33553 138.83918 1982 R3.09 C3 Ⅲ R8 R3道路第70号 R4.3
150 0602 落合橋 寺沢５号線 14.40 2.40 RC橋 道路橋 37.335528 138.848049 1981 R2.08 C2 Ⅲ R7
151 0603 無名橋 寺沢１号線 7.54 2.70 RC橋 道路橋 37.3369 138.84863 不明 R4.08 A Ⅰ R9
152 0604 無名橋 寺沢３号線 7.85 4.05 RC橋 道路橋 37.336487 138.84923 不明 R2.07 C2 Ⅲ R7
153 0605 湯小屋橋 朝日１号線 16.40 4.00 鋼橋 道路橋 37.333662 138.851713 1980 R2.08 A Ⅰ R7 H28橋修第2号 H29.12
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154 0606 若宮橋 岩間木１号線 8.33 1.84 木橋 人道橋 37.32883 138.85991 1998 R4.08 E Ⅳ R9
155 0607 中子北橋 中央通り公園線 6.10 4.40 RC橋 道路橋 37.30987 138.80698 不明 R4.08 C1 Ⅰ R9
156 0608 新表沢川橋 元中子１号線 4.30 3.90 RC橋 道路橋 37.3085 138.80677 不明 R4.08 B Ⅰ R9
157 0609 一ノ口橋 中央通り元中子線 4.70 3.73 RC橋 道路橋 37.3082 138.80756 不明 R4.08 A Ⅰ R9
158 0610 表沢橋 東小千谷１号線 3.60 4.50 RC橋 道路橋 37.308037 138.807964 不明 R2.08 C1 Ⅱ R7
159 0611 無名橋 元中子７号線 4.60 1.36 RC橋 道路橋 37.3066 138.80908 不明 R4.08 B Ⅰ R9
160 0612 無名橋 松栄町元中子線 4.45 4.15 RC橋 道路橋 37.305885 138.809501 1982 R2.08 C3 Ⅲ R7 R4橋修第1号 R5.2
161 0615 山寺橋 旭町木津線 2.35 6.13 RC橋 道路橋 37.305327 138.816207 不明 R2.08 C1 Ⅱ R7
162 0616 北上殿橋 元中子４号線 8.19 8.19 RC橋 道路橋 37.302285 138.813891 2021 R4.08 A Ⅰ R9
163 0618 広田橋 木津上村１号線 2.20 7.45 RC橋 道路橋 37.29848 138.82338 不明 R4.08 C1 Ⅱ R9
164 0619 滝根跨線橋 元中子木津線 15.43 3.60 鋼橋 道路橋 37.29442 138.82395 1965 R4.09 C1 Ⅱ R9
165 0620 野辺川橋 横渡薭生線 10.93 6.00 PC橋 道路橋 37.324787 138.819868 1965 R3.07 B Ⅰ R8
166 0621 浦柄橋 榎峠下線 30.25 7.52 RC橋 道路橋 37.334165 138.82794 1934 R2.08 C2 Ⅲ R7
167 0622 十二平橋 十二平５号線 34.00 8.00 PC橋 道路橋 37.29825 138.90221 1979 R2.08 C1 Ⅱ R7 R1橋修第2号（R2繰越） R2.6
168 0623 無名橋 旭町10号線 2.00 8.60 RC橋 道路橋 37.30344 138.81367 2011 R2.07 A Ⅰ R7
169 0624 表沢川放水路１号橋 中央通り木津団地線 8.20 3.30 RC橋 道路橋 37.29996 138.80805 2018 R2.07 A Ⅰ R7
170 0625 表沢川放水路２号橋 公衆用道路 8.30 6.20 RC橋 道路橋 37.3062 138.808964 2018 R2.07 A Ⅰ R7
171 0626 表沢川放水路３号橋 元中子木津線 7.70 6.20 RC橋 道路橋 37.30126 138.81004 2018 R2.07 A Ⅰ R7
172 0627 表沢川放水路４号橋 東栄元中子線 8.40 15.80 RC橋 道路橋 37.30246 138.81113 2018 R2.07 B2 Ⅱ R7
173 0628 無名橋 旭町木津官舎線 5.80 7.20 RC橋 道路橋 37.302962 138.812488 2019 R3.07 A Ⅰ R8
174 0629 無名橋 旭町木津官舎線 4.90 8.23 RC橋 道路橋 37.303025 138.812248 2019 R3.07 A Ⅰ R8
175 0800 無名橋 豊久新田１号線 4.50 4.45 RC橋 道路橋 37.23934 138.78821 不明 R4.07 B Ⅰ R9
176 0802 池ノ又３号橋 池ノ又田代線 2.50 2.20 RC橋 道路橋 37.22567 138.79454 不明 R4.07 C1 Ⅱ R9 H29橋修第4号 H29.12
177 0803 池ノ又２号橋 池ノ又田代線 3.80 5.40 RC橋 道路橋 37.224766 138.792367 1985 R2.07 C1 Ⅱ R7
178 0804 池ノ又１号橋 池ノ又１号線 2.26 5.10 RC橋 道路橋 37.22414 138.79139 2017 R1.07 A Ⅰ R6 H29橋修第5号 H29.12
179 0805 川井大橋 川井細島芋坂線 307.00 9.77 鋼橋 道路橋 37.26386 138.81828 1994 H30.06 C2 Ⅲ R10 H27橋修第2号 H27.12
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表 3-10 健全性Ⅲ以上の橋梁概要（1/3） 
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表 3-11 健全性Ⅲ以上の橋梁概要（2/3） 
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表 3-12 健全性Ⅲ以上の橋梁概要（3/3） 
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3.4 対策の優先順位の考え方 

小千谷市が管理する橋梁には、大規模な橋梁から小規模な橋梁、幹線道路に架かる橋梁から生活道路に架

かる橋梁まで多種多様な橋梁がある。 

限られた予算でこれらを一斉に対策していくことは困難であり、どの橋梁の対策を優先的に行うかを評価

する必要がある。 

 

 (1)メンテナンスサイクル構築に伴う対策内容の確認 

優先順位の検討に際しては、これまでの社会的背景の動きに対応しながら、第 1期計画（H23 年度）の考

え方を参考にして見直しを図る。 

 

背景の整理（H26 年度以降） 

 ・道路法の改定 ＞ 定期点検を 5年に 1回の頻度で継続的に実施 

         ＞ 健全性の診断を行い、Ⅰ～Ⅳに分類する。 

 ・見直しのポイント 

 

 

点検

診断

措置

記録

個別施設計画の策定（適宜、更新）
①対象施設

②計画期間

③対策の優先順位の考え方 ＞ 別紙フロー参照

④個別施設の状態等

⑤対策内容と実施時期

⑥対策費用

5
年
毎
に
実
施

 

図 3-14 メンテナンスサイクルにおける対策優先順位の設定及び更新 

 

 

 

 

 

 

(2)対策の優先順位 

対策の優先順位は、図 3-15 に示すフローにより定める。定期点検を実施した橋梁を対象に、健全度診断の

判定結果が悪いものから優先するが、判定Ⅲまたは判定Ⅱの橋梁が複数存在する場合については、小千谷市が

定める判断要素（第三者被害、路線等級、橋長区分）に基づいて順位を決定する方針とする。 

第 1 期計画（H23 年度）では、対策の優先順を定めるために緊急輸送道路や路線等級、特殊橋梁、塩害地区

の PC 橋、橋長区分、第三者影響の可能性がある橋梁といった要素を用いて管理区分を定め、損傷の優劣とを

組合せて優先順位を定めている。本計画では、その考え方を参考にして判断要素を定めている。具体的には、

現時点で緊急輸送道路に架かる橋梁は 0 橋であり、特殊橋梁や塩害地域の PC 橋は 0 橋であることから、この

二つの要素を除外した要素を用いている。 

 路線等級は幹線 1 級市町村道、幹線 2 級市町村道、その他市町村道に分かれている。幹線 1 級、幹線 2 級、

その他の順に路線としての重要度を高いとしている。 

 橋長 15ｍ以上の橋梁は橋梁規模が比較的大きく、橋長 15ｍ未満の橋梁に比べて補修や架替えにかかる費用

も多く、期間も長くなる特性があり、道路サービスの低下に対する影響も大きいと考えられることから、橋長

が長い橋梁ほど優先度が高いとしている。 

 他方、PCB 廃棄物は期限内に処分する必要があることから今後の塗膜調査にて塗膜に PCB が含有されている

ことが確認できた橋梁ほど優先度が高いとしている。 

定期点検（5年に1回）

道路法第2条第1項に規定する道路における橋長2.0m以上の橋、高架の道路等
(以下「道路橋」という)が対象

健全性の診断（橋単位）

優先順位
1．塗膜にPCBが含有している可能性のある橋梁を優先する。
2．健全性が同程度の橋梁については、第三者被害の可能性がある橋梁を優先する。
3．第三者被害の可能性が同程度の橋梁については、路線等級が高い橋梁を優先する。
4．路線等級が同程度の橋梁については、15m以上の橋梁を優先する。

緊急対応
（通行止め、緊急工事）

早期対応
(事後保全、目標5年以内)

次回点検の計画

行政判断を伴う場合有り

判定Ⅳ 判定Ⅲ 判定Ⅱ

予防保全の観点
による対応

判定Ⅰ

健全度判定の悪い橋梁から優先して対策する。

 

図 3-15 対策の優先順位決定の流れ

① 計画期間を 10年周期としたマネジメントサイクル（点検、診断、措置、記

録）を構築する。 

② 5 年毎の点検時に橋梁の状態を把握し、都度、健全性に応じた措置を講じる 

③ 健全性判定の悪い橋梁から優先して対策する。5年毎の定期点検の結果を基

に、定期的な優先順位の見直しを行う。 

④ 健全性判定が同じである橋梁については、第三者被害および路線等級、橋

長区分を考慮する。 

図 3-15 参照 
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 下記に橋梁の健全性および判断要素（第三者被害、路線等級、橋長区分）から求めた対策の優先順位の

目安を示す。 

表 3-13 対策の優先順位の目安(1/3)  

健全性 第三者被害 道路種別 橋長区分

17 0019 大原橋 昭和坂線 8.45 6.00 Ⅲ - 1級 15m未満 1
179 0805 川井大橋 川井細島芋坂線 307.00 9.77 Ⅲ - 2級 15m以上 2
12 0013 無名橋 末広町山屋線 10.15 4.10 Ⅲ - 2級 15m未満 3
26 0031 鴻巣１号橋 鴻巣本線 7.75 6.50 Ⅲ - 2級 15m未満 3

149 0601 島田橋 浦柄６号線 17.05 4.60 Ⅲ - その他 15m以上 5
166 0621 浦柄橋 榎峠下線 30.25 7.52 Ⅲ - その他 15m以上 5
68 0218 宮田堰橋 宮田団地3号線 10.67 2.44 Ⅲ - その他 15m未満 7
83 0233 山王橋 栄町下タ町線 4.75 3.72 Ⅲ - その他 15m未満 7

142 0422 無双橋 池ヶ原二俣１号線 10.86 4.01 Ⅲ - その他 15m未満 7
150 0602 落合橋 寺沢５号線 14.40 2.40 Ⅲ - その他 15m未満 7
152 0604 無名橋 寺沢３号線 7.85 4.05 Ⅲ - その他 15m未満 7
154 0606 若宮橋 岩間木1号線 8.33 1.84 Ⅲ - その他 15m未満 7
160 0612 無名橋 松栄町元中子線 4.45 4.15 Ⅲ - その他 15m未満 7
164 0619 滝根跨線橋 元中子木津線 15.43 3.60 Ⅱ ○ 1級 15m以上 14
147 0427 大日沢橋りょう 池ヶ原山本線 16.25 14.25 Ⅱ ○ その他 15m以上 15
82 0232 本城橋 西小千谷１号線 22.74 16.00 Ⅱ - 1級 15m以上 16
36 0042 堰詰２号橋 千谷幹線 8.30 3.70 Ⅱ - 1級 15m未満 17
56 0206 太田1号橋 山谷吉谷線 5.33 5.66 Ⅱ - 1級 15m未満 17
57 0207 米沢橋 山谷吉谷線 2.22 5.60 Ⅱ - 1級 15m未満 17
64 0214 日渡橋 城川７号線 6.59 7.25 Ⅱ - 1級 15m未満 17
69 0219 茶郷橋 西小千谷停車場線 14.50 11.00 Ⅱ - 1級 15m未満 17
71 0221 天田川第１号橋 山谷吉谷線 12.43 7.48 Ⅱ - 1級 15m未満 17
76 0226 城川橋 城川７号線 8.20 3.40 Ⅱ - 1級 15m未満 17
84 0234 大正橋 川岸船岡外廻り線 6.10 4.60 Ⅱ - 1級 15m未満 17
91 0241 市ノ坪橋 山谷吉谷線 2.86 12.94 Ⅱ - 1級 15m未満 17
94 0244 猿田彦橋 川岸船岡外廻り線 9.87 5.39 Ⅱ - 1級 15m未満 17
98 0248 関の入橋 山谷吉谷線 8.80 8.53 Ⅱ - 1級 15m未満 17

108 0259 水仙橋 西小千谷１号線 14.60 16.03 Ⅱ - 1級 15m未満 17
111 0263 無名橋 山谷吉谷線,城川９号線 5.10 12.44 Ⅱ - 1級 15m未満 17
114 0266 堺川橋 上ノ山８号線 13.70 6.10 Ⅱ - 1級 15m未満 17
115 0267 花立橋 栄町四ツ子線 6.10 7.00 Ⅱ - 1級 15m未満 17
116 0269 船岡橋 本町山本線 7.46 7.50 Ⅱ - 1級 15m未満 17
117 0270 有明橋 元町千谷線 9.50 6.60 Ⅱ - 1級 15m未満 17
119 0272 浄土橋 元町千谷線 11.70 11.10 Ⅱ - 1級 15m未満 17
120 0273 熊野橋 元町千谷線 5.00 6.60 Ⅱ - 1級 15m未満 17
158 0610 表沢橋 東小千谷１号線 3.60 4.50 Ⅱ - 1級 15m未満 17
161 0615 山寺橋 旭町木津線 2.35 6.13 Ⅱ - 1級 15m未満 17
172 0627 表沢川放水路４号橋 東栄元中子線 8.40 15.80 Ⅱ - 1級 15m未満 17
7 0008 茶畑１号橋 末広町山屋線 8.00 5.80 Ⅱ - 2級 15m未満 39
27 0032 無名橋 鴻巣本線 6.30 6.00 Ⅱ - 2級 15m未満 39
52 0202 山谷橋 白山運動公園線 9.10 7.10 Ⅱ - 2級 15m未満 39
54 0204 沢尻２号橋 白山運動公園線 3.13 8.00 Ⅱ - 2級 15m未満 39
60 0210 二ノ宮橋 桜町千谷線 6.90 6.25 Ⅱ - 2級 15m未満 39
66 0216 宮の下橋 千谷川城内線 14.45 8.40 Ⅱ - 2級 15m未満 39

102 0252 前田橋 上村高畑線 7.87 6.33 Ⅱ - 2級 15m未満 39
103 0253 栗ノ木田橋 上村高畑線 7.40 6.00 Ⅱ - 2級 15m未満 39
41 0048 滝の坂橋 五辺大原線 16.80 5.00 Ⅱ - その他 15m以上 47
70 0220 千谷川橋 城内環状線 15.08 3.62 Ⅱ - その他 15m以上 47
78 0228 協栄橋 土川城内中央線 15.80 7.00 Ⅱ - その他 15m以上 47
92 0242 上の橋 魚沼神社２号線 15.44 2.33 Ⅱ - その他 15m以上 47

124 0403 小豆田２号橋 側道東１４号線 17.12 3.99 Ⅱ - その他 15m以上 47
153 0605 湯小屋橋 朝日１号線 16.40 4.00 Ⅱ - その他 15m以上 47
167 0622 十二平橋 十二平5号線 34.00 8.00 Ⅱ - その他 15m以上 47
3 0003 水沢上之橋 稲場水沢線 4.75 2.10 Ⅱ - その他 15m未満 54
4 0004 水沢橋 高見五之町線 6.38 5.01 Ⅱ - その他 15m未満 54
5 0005 荒屋敷橋 屋敷四之町線 5.24 2.51 Ⅱ - その他 15m未満 54
8 0009 茶畑２号橋 茶畑１号線 6.83 3.29 Ⅱ - その他 15m未満 54
10 0011 西原橋 片貝停車場線 5.88 10.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
13 0015 無名橋 側道西２号線 2.80 4.95 Ⅱ - その他 15m未満 54
16 0018 無名橋 側道東２号線 10.00 7.00 Ⅱ - その他 15m未満 54

幅員
(m)

No 台帳番号 施設名 路線名称
橋長
(m)

優先順位の要素 優先
順位

 

 

 

表 3-14 対策の優先順位の目安(2/3) 

健全性 第三者被害 道路種別 橋長区分

18 0020 栃尾澤橋 城之腰線 10.20 6.05 Ⅱ - その他 15m未満 54
19 0021 永寿橋 茶畑７号線 7.30 5.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
20 0022 千尺橋 沢尻線 10.90 7.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
21 0023 寺社堀２号橋 狼塚線 8.45 7.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
22 0024 権田橋 山屋鴻巣線 10.10 4.60 Ⅱ - その他 15m未満 54
23 0025 無名橋 小粟田原１号線 7.23 5.01 Ⅱ - その他 15m未満 54
24 0026 田成１号橋 五辺２号線 2.40 5.80 Ⅱ - その他 15m未満 54
32 0038 千石橋 千谷島環状線 12.55 10.05 Ⅱ - その他 15m未満 54
33 0039 裏田橋 高梨中央線 2.17 11.19 Ⅱ - その他 15m未満 54
35 0041 塚田２号橋 堰詰中通線 9.93 3.72 Ⅱ - その他 15m未満 54
39 0045 思川橋 千谷中央線 8.54 4.02 Ⅱ - その他 15m未満 54
43 0050 鴻巣橋 西部工業団地中央線 10.30 6.60 Ⅱ - その他 15m未満 54
48 0056 佃橋 屋敷町裏線 5.40 6.70 Ⅱ - その他 15m未満 54
50 0200 舞台橋 山谷１５号線 11.30 5.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
51 0201 五軒丁橋 山谷１６号線 7.90 4.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
53 0203 太田橋 山谷１７号線 9.80 5.50 Ⅱ - その他 15m未満 54
55 0205 前野橋 山谷２０号線 10.05 6.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
59 0209 二ノ宮川橋 側道西７号線 12.30 4.05 Ⅱ - その他 15m未満 54
61 0211 桜橋 二ノ宮本通線 10.30 4.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
62 0212 野岸橋 千谷川城内１号線 6.95 2.20 Ⅱ - その他 15m未満 54
63 0213 坂ノ下橋 宮ノ下２号線 8.36 2.30 Ⅱ - その他 15m未満 54
67 0217 宮田橋 宮田団地中央線 13.50 5.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
72 0222 天田川第２号橋 側道東１０号線 8.70 4.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
75 0225 通学橋 小千谷中学校通学路線 7.90 7.50 Ⅱ - その他 15m未満 54
77 0227 天田橋 土川１号線 8.95 3.80 Ⅱ - その他 15m未満 54
79 0229 土川橋 奥寺町線 13.55 3.90 Ⅱ - その他 15m未満 54
81 0231 堺橋 城内横町線 14.78 5.50 Ⅱ - その他 15m未満 54
86 0236 蓮華橋 下タ町７号線 5.10 2.30 Ⅱ - その他 15m未満 54
89 0239 無名橋 時水７号線 6.00 7.01 Ⅱ - その他 15m未満 54
93 0243 昭和橋 船岡町３号線 7.00 4.60 Ⅱ - その他 15m未満 54
95 0245 船岡２号橋 船岡団地８号線 8.08 4.14 Ⅱ - その他 15m未満 54
96 0246 船岡１号橋 船岡団地１号線 5.05 4.05 Ⅱ - その他 15m未満 54
99 0249 藪川２号橋 側道東１０号線 10.05 4.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
100 0250 藪川１号橋 側道東１０号線 12.85 4.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
101 0251 打越橋 打越１号線 6.10 4.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
104 0254 滝谷１号橋 滝谷１号線 7.70 2.80 Ⅱ - その他 15m未満 54
105 0255 藤田沢１号橋 滝谷２号線 6.95 3.10 Ⅱ - その他 15m未満 54
110 0261 無名橋 西中１号線 7.00 6.05 Ⅱ - その他 15m未満 54
121 0300 無名橋 五辺１７号線 3.50 2.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
122 0400 無名橋 豊詰下原線 2.50 6.10 Ⅱ - その他 15m未満 54
123 0402 無名橋 山本５号線 2.50 9.95 Ⅱ - その他 15m未満 54
125 0404 小豆田橋 四ツ子２号線 11.50 4.30 Ⅱ - その他 15m未満 54
128 0408 無名橋 池ヶ原二俣２号線 5.00 3.50 Ⅱ - その他 15m未満 54
130 0410 無名橋 池ヶ原雪峠線 5.40 9.51 Ⅱ - その他 15m未満 54
132 0412 南山１号橋 源藤山線 5.50 4.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
133 0413 南山橋 源藤山線 10.50 4.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
134 0414 桜田橋 源藤山線 4.40 7.39 Ⅱ - その他 15m未満 54
136 0416 十王橋 石名坂本村線 9.80 5.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
137 0417 下島橋 本村２号線 9.90 4.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
138 0418 北干溝橋 干三２号線 7.60 5.10 Ⅱ - その他 15m未満 54
140 0420 無名橋 栗山４号線 2.30 4.25 Ⅱ - その他 15m未満 54
141 0421 無名橋 栗山４号線 6.04 2.52 Ⅱ - その他 15m未満 54
143 0423 無名橋 池ヶ原二俣２号線 5.75 6.55 Ⅱ - その他 15m未満 54
144 0424 無名橋 中山干三線 8.80 5.55 Ⅱ - その他 15m未満 54
155 0607 中子北橋 中央通り公園線 6.10 4.40 Ⅱ - その他 15m未満 54
156 0608 新表沢橋 元中子１号線 4.30 3.90 Ⅱ - その他 15m未満 54
159 0611 無名橋 元中子７号線 4.60 1.36 Ⅱ - その他 15m未満 54
163 0618 広田橋 木津上村１号線 2.20 7.45 Ⅱ - その他 15m未満 54
165 0620 野辺川橋 横渡ひ生線 10.93 6.00 Ⅱ - その他 15m未満 54
175 0800 無名橋 豊久新田１号線 4.50 4.45 Ⅱ - その他 15m未満 54

幅員
(m)

No 台帳番号 施設名 路線名称
橋長
(m)

優先順位の要素 優先
順位

 

優先順位【高】 優先順位【低】
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表 3-15 対策の優先順位の目安(3/3)  

健全性 第三者被害 道路種別 橋長区分

176 0802 池ノ又３号橋 池ノ又田代線 2.50 2.20 Ⅱ - その他 15m未満 54
177 0803 池ノ又２号橋 池ノ又田代線 3.80 5.40 Ⅱ - その他 15m未満 54
80 0230 安らぎ橋 城川７号線 18.60 12.10 Ⅰ - 1級 15m以上 123

148 0600 朝日山橋 浦柄朝日山線 19.43 3.60 Ⅰ - 1級 15m以上 123
34 0040 塚田１号橋 高梨道ノ木線 7.00 3.90 Ⅰ - 1級 15m未満 125
45 0053 源二郎橋 表三之町八島線 4.10 7.75 Ⅰ - 1級 15m未満 125

107 0257 藤田沢３号橋 山谷吉谷線 4.23 9.88 Ⅰ - 1級 15m未満 125
112 0264 無名橋 城川９号線 6.50 6.50 Ⅰ - 1級 15m未満 125
171 0626 表沢川放水路３号橋 元中子木津線 7.70 6.20 Ⅰ - 1級 15m未満 125
29 0035 下田２号橋 三仏生小粟田原線 14.60 5.00 Ⅰ - 2級 15m未満 130
49 0057 無名橋 鴻巣町裏線 6.80 5.80 Ⅰ - 2級 15m未満 130

118 0271 無名橋 土川両新田線 4.85 6.20 Ⅰ - 2級 15m未満 130
1 0001 反橋 側道東１号線 21.80 6.00 Ⅰ - その他 15m以上 133
6 0006 沼田橋 四之町沼田線 18.90 7.08 Ⅰ - その他 15m以上 133
28 0033 上野橋 高梨瓦屋踏切線 16.70 5.00 Ⅰ - その他 15m以上 133
40 0046 千栄橋 千谷島環状線 20.65 10.53 Ⅰ - その他 15m以上 133
87 0237 金比羅橋 下タ町８号線 17.60 5.10 Ⅰ - その他 15m以上 133

129 0409 悪沢橋 池ヶ原雪峠線 22.30 5.60 Ⅰ - その他 15m以上 133
2 0002 無名橋 側道西１号線 3.60 3.55 Ⅰ - その他 15m未満 139
9 0010 茶畑３号橋 茶畑３号線 7.47 2.01 Ⅰ - その他 15m未満 139
11 0012 町裏１号橋 町裏６号線 8.20 5.00 Ⅰ - その他 15m未満 139
14 0016 無名橋 側道東１号線 2.90 6.84 Ⅰ - その他 15m未満 139
15 0017 池津橋 池津５号線 4.10 5.00 Ⅰ - その他 15m未満 139
25 0027 無名橋 五辺４号線 2.10 3.60 Ⅰ - その他 15m未満 139
30 0036 中田橋 千谷小粟田線 13.41 5.02 Ⅰ - その他 15m未満 139
37 0043 堰詰１号橋 中通２号線 7.30 1.80 Ⅰ - その他 15m未満 139
38 0044 千歳橋 千谷島１号線 12.60 12.00 Ⅰ - その他 15m未満 139
42 0049 米沢１号橋 平沢町鉄工団地線 7.32 6.01 Ⅰ - その他 15m未満 139
44 0052 無名橋 坪野山谷線 5.35 5.02 Ⅰ - その他 15m未満 139
46 0054 無名橋 側道西1号線 3.10 3.55 Ⅰ - その他 15m未満 139
47 0055 無名橋 側道東1号線 3.05 6.55 Ⅰ - その他 15m未満 139
58 0208 宮脇橋 中通り神前線 4.80 5.35 Ⅰ - その他 15m未満 139
65 0215 諏訪橋 諏訪団地中央線 8.30 4.60 Ⅰ - その他 15m未満 139
73 0223 無名橋 側道西10号線 3.28 9.70 Ⅰ - その他 15m未満 139
74 0224 石橋 側道西10号線 4.70 16.85 Ⅰ - その他 15m未満 139
85 0235 吉富橋 吉富町１号線 9.70 2.00 Ⅰ - その他 15m未満 139
88 0238 無名橋 時水４号線 3.00 4.08 Ⅰ - その他 15m未満 139
90 0240 北屋敷橋 時水７号線 4.35 7.31 Ⅰ - その他 15m未満 139
97 0247 時水橋 時水８号線 7.10 7.02 Ⅰ - その他 15m未満 139

106 0256 藤田沢２号橋 藤田沢１号線 6.18 5.00 Ⅰ - その他 15m未満 139
109 0260 とどめき橋 西中船岡町線 10.10 4.00 Ⅰ - その他 15m未満 139
113 0265 大関橋 上ノ山上村線 13.93 2.51 Ⅰ - その他 15m未満 139
126 0406 障子山橋 池ヶ原二俣１号線 5.10 3.00 Ⅰ - その他 15m未満 139
127 0407 二頃橋 二頃線 7.37 5.03 Ⅰ - その他 15m未満 139
131 0411 沢田橋 細島池ヶ原線 12.30 6.00 Ⅰ - その他 15m未満 139
135 0415 石名坂橋 石名坂１号線 11.40 5.00 Ⅰ - その他 15m未満 139
139 0419 干三橋 干三６号線 13.21 5.29 Ⅰ - その他 15m未満 139
145 0425 無名橋 中山干三線 13.50 5.50 Ⅰ - その他 15m未満 139
146 0426 無名橋 干三８号線 9.00 5.04 Ⅰ - その他 15m未満 139
151 0603 無名橋 寺沢１号線 7.54 2.70 Ⅰ - その他 15m未満 139
157 0609 一ノ口橋 中央通り元中子線 4.70 3.73 Ⅰ - その他 15m未満 139
162 0616 北上殿橋 元中子４号線 6.22 6.10 Ⅰ - その他 15m未満 139
168 0623 無名橋 旭町10号線 2.00 8.60 Ⅰ - その他 15m未満 139
169 0624 表沢川放水路１号橋 中央通り木津団地船 8.20 3.30 Ⅰ - その他 15m未満 139
170 0625 表沢川放水路２号橋 公衆用道路 8.30 6.20 Ⅰ - 15m未満 139
178 0804 池ノ又１号橋 池ノ又１号線 2.26 5.10 Ⅰ - その他 15m未満 139
31 0037 下田１号橋 高梨道ノ木線 2.40 6.46 - - 1級 15m未満 177

173 0628 無名橋 旭町木津官舎線 5.80 7.20 - - 15m未満 178
174 0629 無名橋 旭町木津官舎線 4.90 8.23 - - 15m未満 178

幅員
(m)

No 台帳番号 施設名 路線名称
橋長
(m)

優先順位の要素 優先
順位
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3.5 対策費用 

(1)補修工法・単価の考え方 

○単価の構成 

長寿命化修繕計画における補修工法及び工事単価は、定期点検の適用基準である『橋梁定期点検要領』

（H31.3、国土交通省）に示す主要部材に関わる点検項目の損傷区分に応じ、補修対策①～③を設定するも

のとし、その合計を補修費用とする。主要な損傷に対する補修工法は損傷程度に応じて設定した。例えば、

腐食 dは断面減少を伴うことから、塗装塗替工と併せてあて板補修工を適用する考えとした。 

補修対策① ：損傷の大小に係らず、床版の耐久性向上を目的とした補修工法（防水工・舗装

工など） 

補修対策② ：損傷の種類・程度並びに進行度を考慮し、損傷の原因を除去できる適切な補修

工法の組み合わせ（塗装塗替工・あて板補修工・ひび割れ補修工・断面修復工・

表面被覆工など） 

補修対策③ ：補修対策①及び補修対策②施工時に必要な工種（足場工） 

 

 
図 3-16 補修対策の組合せ（腐食対策の例） 

表 3-16 主要損傷項目の対策工 

 

 

以下に、損傷および損傷度に対して設定した工法単価の抜粋を記載する。工法単価は「建設物価」や「国土

交通省土木工事積算基準書」「橋梁架設工事の積算」等を用いて設定した。 

 

表 3-17 対策工における単価設定(抜粋)(1/2) 

 
表 3-18 対策工における単価設定(抜粋)(2/2) 

 

損傷:小 

損傷:大 
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○コンクリート構造物の補修工法 

  コンクリート構造物の補修工法の選定にあたっては、構造物の変状の原因及び劣化状況を十分に調査し、

これらの劣化メカニズムに適切に対応できる工法を選定するものとする。また、実施にあたっては、補修す

る部位の構造体に求められている性能に応じて目標を定め、補修の仕様を決定する必要がある。 

  補修の対象としては、主桁のひび割れや剥離・剥落、断面欠損等が挙げられる。 

 

表 3-19 コンクリート構造物の補修工法(例) 

名    称 概     要 

ひびわれ補修工

法 

注入工法 ひび割れに樹脂系或いはセメント系の材料を注入することにより、雨水

等の侵入防止を図り、防水性と耐久性の向上を図る工法 

充填工法 5 ㎜以上の比較的大きなひび割れ補修に適した工法であり、ひび割れに

沿ってコンクリートをカットし、その部分に補修材を充填する工法 

表面塗布工法 液状または固化していない状態にある被覆材をコンクリート面に塗布

し、被覆を形成させる工法 

表面保護工法 

表面被覆工法 0.2 ㎜以下の微細なひび割れの上に塗膜し、防水性・耐久性の向上を図

る工法 

表面含浸工法 含浸材により、コンクリートの防水性と耐久性を向上させる工法 

断面修復工法 コンクリートの劣化部や劣化因子の除去を目的とし、既設コンクリート

断面をはつり取り、モルタルやセメント等で修復する工法 

床板補修工法 

鋼板接着工法 6mm 程度の鋼板を後施工アンカーを用いて固定し、エポキシ樹脂を注入

して既設床版と一体化を図る工法 

床版打ち換え工法 漏水および、ひびわれの角落ちが進行している場合に既設床版を除去し

て新たに施工する工法 

断面修復工法  劣化したコンクリートを除去した後、ポリマーセメントモルタルなどで

断面を修復する工法 

 

図 6-3 コンクリート構造物の主な補修工法の例 

※図説 わかるメンテナンスより出展 

 

○鋼構造の補修工法 

 鋼橋の補修に際しては、損傷の原因、損傷程度、損傷の進行度を十分に調査し、損傷の原因を除去できる

補修工法を決定する必要がある。 

 補修の対象としては、腐食や疲労亀裂及び変形、床版のひびわれ等が挙げられる。 

 

 

表 3-20 鋼構造物の補修工法(例) 

名  称 概     要 

塗替え塗装 鋼桁における、塗装の劣化、割れ、はがれ、剥離、錆等に対して採用される工法 

あて板補修工法 損傷箇所に鋼板をあて、ボルトで締め付ける方法であり、腐食による欠損や亀裂に対し、

も一般的で広く採用されている工法 

支承補修工 支承の機能が低下または消失している場合に、支承取替えや塗装を工法 

 

 
図 6-3 鋼構造物の主な補修工法の例 

※図説 わかるメンテナンスより出展 
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(2)概算工事費を算出する上での補修範囲の考え方 

a）効率的・効果的な実施例（国土交通省 HP より） 

  

 

b）長寿命化修繕計画における補修範囲の考え方 

定期点検で得た結果を活用し、費用を適正かつ定量的に把握するため、損傷の種類、損傷の進行具合に

応じて部分補修・部材補修・全部材補修を選定し、効率的・効果的な修繕計画を実践する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○鋼橋における概算工事費の求め方（算出単位：1径間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）概算補修工事費における経費率の考え方 

  請負工事費の構成は次のとおりであるが、本業務で算出する概算補修工事費は工事価格とし、消費税等相

当額は含めないものとした。概算工事費の算出に用いる経費率は直接工事費等によらず一律の値を用いるこ

ととした。 

 

 

 

 

 共通仮設費 ：直接工事費 × 40％ 

 現場管理費 ：直接工事費 × 80％ 

 一般管理費等：直接工事費 × 30％ 

 

（4）概算補修工事費の算出対象 

 健全度Ⅲ以上を補修対象とし、健全度Ⅱ以下の橋梁は経過観察として概算工事費の算出対象から除外する。

なお、定期点検時に健全度Ⅲと診断された大原橋は令和元年から令和2年にかけて補修工事を実施しており、

補修工事完了後の健全度はⅠに回復すると考え、概算工事費の算出対象から除外する。また、主要部材が木

材で構成されており適切な補修方法がないため架け替え工事となる若宮橋も算出対象から除外する。 

 

表 3-21 概算工事費算出から除外する橋梁 

台帳 

番号 
施設名 

点検 

年度 

対策 

区分 
健全性 

備考 

対策履歴(H27 以降)等 竣工 

0019 大原橋 H28 C3 Ⅲ→Ⅰ R1 橋修第 3 号（R2 繰越） R2.6 

0606 若宮橋 H30 C2 Ⅲ 木橋  

 

 

 

 

損傷状況

（例：腐食）

補修範囲 

のイメージ 

局部的な損傷は部分補修を実施 

※ 「橋梁定期点検要領」（H26.6、国土交通省）による損傷評価 

全体的な損傷は 

部材補修および全部材補修を実施 

損傷番号 損傷の種類

① 腐食 a b c d e a b c d e a b c d e 部分補修

② 亀裂 a e a e a e 部材補修
③ ゆるみ・脱落 a e a e a e 全部材補修

④ 破断 a e a e a e
⑥ ひびわれ a b c d e a b c d e a b c d e

⑦ 剥離・鉄筋露出 a c d e a d e a d e

⑧ 漏水・遊離石灰 a c d e a c d e a c d e
⑨ 抜け落ち a e a e a e

⑪ 床版ひびわれ a b c d e a b c d e a b c d e

⑫ うき a e a e a e
⑯ 支承部の機能障害 a e a e a e

⑱ 定着部の異常 a e a e a e

26 洗掘 a c e a e a e
⑭ 路面の凹凸 a e a e a e

舗装・橋面防水工
※腐食の損傷程度に関わらず、全部材に対して再塗装を行う。

部分補修 部材補修 全部材補修

床版の防水性低下を確認した時

概算工事費 
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（5）定期点検費の考え方 

 補修や撤去、調査設計と並行して 5 年に 1回近接目視により定期点検を行う必要があることから、定期点

検に要する費用を考慮することが求められる。このため、計画対象橋梁 179 橋ついての定期点検費用は、実

施計画（道路施設点検）における査定額とした。 

 

表 3-22 定期点検費用 

実施年度 橋梁数 査定額（千円） 備考 

令和 3年度 40 橋 8,000  

令和 4年度 67 橋 10,000 滝根跨線橋を含む 

令和 5年度 1 橋 10,000 川井大橋 

令和 6年度 34 橋 8,000  

令和 7年度 37 橋 8,000  

 

（6）調査設計委託費の考え方 

各橋梁の補修工事および撤去工事で必要とする設計図書（発注用図面・数量）を作成するため、工事費用

とは別途に、調査設計委託費を年度計画に考慮する。健全度Ⅲの橋梁のうち若宮橋と大原橋を除く 11 橋に

ついて点検結果から概算の調査設計委託費を算定した。 

 

表 3-23 概算調査設計委託費 

台帳番号 橋梁名称 

概算調査 

設計委託費 

（千円） 

0013 無名橋 6,080 

0031 鴻巣 1号橋 6,930 

0218 宮田堰橋 7,480 

0233 山王橋 6,120 

0422 無双橋 7,020 

0601 島田橋 9,010 

0602 落合橋 6,780 

0604 無名橋 6,080 

0612 無名橋 6,690 

0621 浦柄橋 8,020 

0805 川井大橋 28,890 

 

 

 

 

 

（7）橋梁塗装に含まれる有害物質調査費の考え方 

 橋梁の塗装には鉛やクロム、ポリ塩化ビフェニル（以下「PCB」という。）等の人体に影響を及ぼす有害物

質が含有されている場合がある。中でも、PCB は「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する

特別措置法」に基づき、PCB 廃棄物の期限内処理が義務付けられている。 

PCB 廃棄物は高濃度と低濃度に分類される。高濃度の PCB 廃棄物は期限内の処理完了に向けて現在、中間

貯蔵・環境安全事業株式会社（以下「JESCO」という。）の全国 5カ所の PCB処理事業所において処理が進め

られている。高濃度 PCB の処分期限は地域毎に定められており、処分期限を過ぎると事実上処分することが

できなくなる（図 3-26 参照）。低濃度の PCB 廃棄物は 2027 年 3 月 31 日までに処分委託を行わなければなら

ない。すなわち、鋼材腐食が進行していない橋梁は対策の優先順位が低下することから、塗膜に PCB が含ま

れているが塗膜の劣化が進行していない橋梁については、塗装の塗替えが必要になった段階で塗替え工事を

行うと旧塗膜を含む廃棄物は処分できなくなり、道路管理者が永遠に保管することになる可能性がある。こ

のため、修繕や撤去、調査設計、定期点検とも平行して、塗膜の有害物質調査を行い、その結果を基にして

対策の優先順位を見直することが求められることから、塗膜調査が必要と考えられる鋼橋を抽出して塗膜の

有害物質調査費を下記の通り設定した。なお、抽出された鋼橋のうち 4橋には高濃度 PCB 含有塗料が用いら

れている可能性がある。 

表 3-24 塗膜に含まれる有害物質調査費 

項目 名称 数量 金額(千円) 

計画準備 - 11 橋 

5,731 ※1 塗膜採取 - 11 試料 

塗膜分析 PCB、鉛※2、全クロム※2 11 試料 

※1 現地踏査費用、打合せ費用、滝根跨線橋の仮設費用は含まない。 

※2 費用縮減のために塗装塗替え設計を行うために必要な鉛およびクロムの試験も実施する。 

 

図 3-17 高濃度 PCB 廃棄物の処分期限 

（http://pcb-soukishori.env.go.jp/,ポリ塩化ビフェニル(PCB)早期処理情報サイト,2021 年 1月 8日アクセス） 
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表 3-25 PCB 含有塗料が用いられている可能性のある橋梁 

  

（8）再構築価格の考え方 

橋梁の架け替え費用（以後、再構築価格）算出については、各々の橋梁により現場条件、橋梁条件が異な

ることや、交通の切り回しのための仮設橋梁費、既設橋梁の撤去費など施工条件に差異があるなど一様な評

価が困難であることから、ここでは国土交通省（旧建設省）が道路橋の架け替え実態に関する調査として昭

和 42 年、昭和 52 年、昭和 61 年、平成 8 年に実施した調査データを基に国土技術政策総合研究所で取りま

とめられた『橋梁の架替に関する調査結果Ⅳ』（ISSN1346－7328・国総研資料第 444 号：平成 20年 4月）を

参考に再構築価格を算出するものとする。 

表 3-24 に各橋種における工事費を、撤去費用・新設費用・仮設費用に分け、1ｍ2 当り単価（総工事費/

橋面積）で示す。各工事費は、旧橋の撤去費や新橋の建設費、及び、仮設橋梁の設置費等であり、取り付け

道路の工事費は含まれていない。なお、（以降は ISSN1346－7328・国総研資料第 444 号：平成 20 年 4月.p31

より抜粋）新設費用は、各々の橋梁により条件が異なるためバラツキが大きい。極端に大きいものを除外す

ると架替工事費は概ね 200～600 千円/ｍ2 となっている（ISSN1346－7328・国総研資料第 444 号：平成 20

年 4 月.p31 より抜粋）。撤去費用・仮設費用についても、各々の現場条件、橋梁条件が異なるため、交通の

切り回しの為の仮設橋梁費、既設橋梁の撤去費に差異があるため、バラつきはあるものの、概ね 150 千円/

ｍ2程度で表される。なお、下記工事単価は実態としてまとめられたもので対象期間 10 年間の物価指数など

は考慮していない。 

 

 
 

表 3-26 再構築価格単価 

 
 
 

撤去費：新橋架設に支障のある構造物の撤去を主体とする。関連する河川護岸、護床工などの

撤去は含まない。 
新設費：新橋建設費用を示す。事業に起因する騒音、振動対策などの事業損失費用は含まない。

仮設費：新橋建設に必要な周辺の仮設工事費を示す。工事に伴い発生した地盤沈下対策などの 

二次災害対策費は含まない。 
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表 3-27 再構築価格 

台帳
番号

橋梁名 橋種
橋長
（m）

幅員
（m）

橋梁面積
（m2）

再構築単価
（千円/m2）

再構築価格
（千円）

備考
台帳
番号

橋梁名 橋種
橋長
（m）

幅員
（m）

橋梁面積
（m2）

再構築単価
（千円/m2）

再構築価格
（千円）

備考
台帳
番号

橋梁名 橋種
橋長
（m）

幅員
（m）

橋梁面積
（m2）

再構築単価
（千円/m2）

再構築価格
（千円）

備考

0001 反橋 RC橋 21.80 6.00 130.8 994 130,005 0211 桜橋 RC橋 10.30 4.00 41.2 994 40,950 0300 無名橋 RC橋 3.50 2.00 7.0 994 6,957

0002 無名橋 RC橋 3.60 3.55 12.8 994 12,702 0212 野岸橋 RC橋 6.95 2.20 15.3 994 15,197 0400 無名橋 RC橋 2.50 6.10 15.3 994 15,157

0003 水沢上之橋 RC橋 4.75 2.10 10.0 994 9,914 0213 坂ノ下橋 RC橋 8.36 2.30 19.2 994 19,111 0402 無名橋 PC橋 2.50 9.95 24.9 717 17,839

0004 水沢橋 RC橋 6.38 5.01 32.0 994 31,769 0214 日渡橋 RC橋 6.59 7.25 47.8 994 47,487 0403 小豆田２号橋 RC橋 17.12 3.99 68.3 994 67,893

0005 荒屋敷橋 RC橋 5.24 2.51 13.2 994 13,072 0215 諏訪橋 RC橋 8.30 4.60 38.2 994 37,948 0404 小豆田橋 RC橋 11.50 4.30 49.5 994 49,149

0006 沼田橋 PC橋 18.90 7.08 133.8 717 95,963 0216 宮の下橋 鋼橋 14.45 8.40 121.4 749 90,871 0406 障子山橋 RC橋 5.10 3.00 15.3 994 15,207

0008 茶畑１号橋 RC橋 8.00 4.10 32.8 994 32,601 0217 宮田橋 RC橋 13.50 5.00 67.5 994 67,090 0407 二頃橋 RC橋 7.37 5.03 37.1 994 36,846

0009 茶畑２号橋 RC橋 6.83 3.29 6.9 994 6,848 0218 宮田堰橋 RC橋 10.67 2.44 26.0 994 25,877 0408 無名橋 RC橋 5.00 3.50 17.5 994 17,394

0010 茶畑３号橋 RC橋 7.47 2.01 15.0 994 14,923 0219 茶郷橋 PC橋 14.50 11.00 159.5 717 114,385 0409 悪沢橋 RC橋 22.30 5.60 124.9 994 124,121

0011 西原橋 RC橋 5.88 10.00 58.8 994 58,442 0220 千谷川橋 鋼橋 15.08 3.62 54.6 749 40,869 0410 無名橋 RC橋 5.40 9.51 51.4 994 51,042

0012 町裏１号橋 RC橋 8.20 5.00 41.0 994 40,751 0221 天田川第１号橋 RC橋 12.43 7.48 93.0 994 92,411 0411 沢田橋 RC橋 12.30 6.00 73.8 994 73,351

0013 無名橋 RC橋 10.15 4.10 41.6 994 41,362 0222 天田川第２号橋 RC橋 8.70 4.00 34.8 994 34,588 0412 南山１号橋 RC橋 5.50 4.00 22.0 994 21,866

0015 無名橋 RC橋 2.80 4.95 13.9 994 13,776 0223 無名橋 RC橋 3.28 9.70 31.8 994 31,623 0413 南山橋 RC橋 10.50 4.00 42.0 994 41,745

0016 無名橋 RC橋 2.90 6.84 19.8 994 19,715 0224 石橋 RC橋 4.70 16.85 79.2 994 78,713 0414 桜田橋 RC橋 4.40 7.39 32.5 994 32,318

0017 池津橋 RC橋 4.10 5.00 20.5 994 20,375 0225 通学橋 RC橋 7.90 7.50 59.3 994 58,890 0415 石名坂橋 RC橋 11.40 5.00 57.0 994 56,653

0018 無名橋 RC橋 10.00 7.00 70.0 994 69,574 0226 城川橋 RC橋 8.20 3.40 27.9 994 27,710 0416 十王橋 RC橋 9.80 5.00 49.0 994 48,702

0019 大原橋 鋼橋 8.45 6.00 50.7 749 37,957 0227 天田橋 RC橋 8.95 3.80 34.0 994 33,803 0417 下島橋 RC橋 9.90 4.00 39.6 994 39,359

0020 栃尾澤橋 PC橋 10.20 6.05 61.7 717 44,255 0228 協栄橋 鋼橋 15.80 7.00 110.6 749 82,801 0418 北干溝橋 RC橋 7.60 5.10 38.8 994 38,524

0021 永寿橋 RC橋 7.30 5.00 36.5 994 36,278 0229 土川橋 RC橋 13.55 3.90 52.8 994 52,524 0419 干三橋 RC橋 13.21 5.29 69.9 994 69,456

0022 千尺橋 RC橋 10.90 7.00 76.3 994 75,836 0230 安らぎ橋 RC橋 18.60 12.10 225.1 994 223,692 0420 無名橋 RC橋 2.30 4.25 9.8 994 9,716

0023 寺社堀２号橋 RC橋 8.45 7.00 59.2 994 58,790 0231 堺橋 PC橋 14.78 5.50 81.3 717 58,297 0421 無名橋 RC橋 6.04 2.52 15.2 994 15,128

0024 権田橋 RC橋 10.10 4.60 46.5 994 46,178 0232 本城橋 RC橋 22.74 16.00 363.8 994 361,628 0422 無双橋 RC橋 10.86 4.01 43.5 994 43,284

0025 無名橋 鋼橋 7.23 5.01 36.2 749 27,118 0233 山王橋 RC橋 4.75 3.72 17.7 994 17,563 0423 無名橋 RC橋 5.75 6.55 37.7 994 37,434

0026 田成１号橋 RC橋 2.40 5.80 13.9 994 13,835 0234 大正橋 RC橋 6.10 4.60 28.1 994 27,889 0424 無名橋 RC橋 8.80 5.55 48.8 994 48,543

0027 無名橋 PC橋 2.10 3.60 7.6 717 5,422 0235 吉富橋 RC橋 9.70 2.00 19.4 994 19,282 0425 無名橋 PC橋 13.50 5.50 74.3 717 53,248

0031 鴻巣１号橋 RC橋 7.75 6.50 50.4 994 50,069 0236 蓮華橋 RC橋 5.10 2.30 11.7 994 11,659 0426 無名橋 PC橋 9.00 5.04 45.4 717 32,530

0032 無名橋 RC橋 6.30 6.00 37.8 994 37,570 0237 金比羅橋 RC橋 17.60 5.10 89.8 994 89,214 0427 大日沢橋りょう 鋼橋 16.25 14.25 231.6 749 173,359

0033 上野橋 RC橋 16.70 5.00 83.5 994 82,992 0238 無名橋 PC橋 3.00 4.08 12.2 717 8,778 0600 朝日山橋 RC橋 19.43 3.60 69.9 994 69,523

0035 下田２号橋 RC橋 14.60 5.00 73.0 994 72,556 0239 無名橋 RC橋 6.00 7.01 42.1 994 41,804 0601 島田橋 鋼橋 17.05 4.60 78.4 749 58,717

0036 中田橋 RC橋 13.41 5.02 67.3 994 66,909 0240 北屋敷橋 PC橋 4.35 7.31 31.8 717 22,804 0602 落合橋 RC橋 14.40 2.40 34.6 994 34,350

0037 下田１号橋 RC橋 2.40 6.46 15.5 994 15,410 0241 市ノ坪橋 RC橋 2.86 12.94 37.0 994 36,783 0603 無名橋 RC橋 7.54 2.70 20.4 994 20,234

0038 千石橋 PC橋 12.55 10.05 126.1 717 90,452 0242 上の橋 鋼橋 15.44 2.33 36.0 749 26,933 0604 無名橋 RC橋 7.85 4.05 31.8 994 31,599

0039 裏田橋 RC橋 2.17 11.19 24.3 994 24,135 0243 昭和橋 RC橋 7.00 4.60 32.2 994 32,004 0605 湯小屋橋 鋼橋 16.40 4.00 65.6 749 49,111

0040 塚田１号橋 RC橋 7.00 3.90 27.3 994 27,134 0244 猿田彦橋 PC橋 9.87 5.39 53.2 717 38,152 0606 若宮橋 RC橋 8.33 1.84 15.3 994 15,234 木橋ではあるがRC橋として計算

0041 塚田２号橋 RC橋 9.93 3.72 36.9 994 36,715 0245 船岡２号橋 RC橋 8.08 4.14 33.5 994 33,248 0607 中子北橋 RC橋 6.10 4.40 26.8 994 26,677

0042 堰詰２号橋 RC橋 8.30 3.70 30.7 994 30,523 0246 船岡１号橋 RC橋 5.05 4.05 20.5 994 20,328 0608 新表沢橋 RC橋 4.30 3.90 16.8 994 16,668

0043 堰詰１号橋 RC橋 7.30 1.80 13.1 994 13,060 0247 時水橋 RC橋 7.10 7.02 49.8 994 49,539 0609 一ノ口橋 RC橋 4.70 3.73 17.5 994 17,424

0044 千歳橋 PC橋 12.60 12.00 151.2 717 108,433 0248 関の入橋 RC橋 8.80 8.53 75.1 994 74,608 0610 表沢橋 RC橋 3.60 4.50 16.2 994 16,102

0045 思川橋 鋼橋 8.54 4.02 34.3 749 25,702 0249 藪川２号橋 RC橋 10.05 4.00 40.2 994 39,956 0611 無名橋 RC橋 4.60 1.36 6.3 994 6,218

0046 千栄橋 PC橋 20.65 10.53 217.4 717 155,940 0250 藪川１号橋 RC橋 12.85 4.00 51.4 994 51,087 0612 無名橋 RC橋 4.45 4.15 18.5 994 18,355

0048 滝の坂橋 PC橋 16.80 5.00 84.0 717 60,241 0251 打越橋 RC橋 6.10 4.00 24.4 994 24,252 0615 山寺橋 RC橋 2.35 6.13 14.4 994 14,318

0049 米沢１号橋 RC橋 7.32 6.01 44.0 994 43,726 0252 前田橋 RC橋 7.87 6.33 49.8 994 49,514 0616 北上殿橋 RC橋 6.22 6.10 37.9 994 37,711

0050 鴻巣橋 PC橋 10.30 6.60 68.0 717 48,752 0253 栗ノ木田橋 RC橋 7.40 6.00 44.4 994 44,130 0618 広田橋 RC橋 2.20 7.45 16.4 994 16,290

0052 無名橋 PC橋 5.35 5.02 26.9 717 19,260 0254 滝谷１号橋 RC橋 7.70 2.80 21.6 994 21,429 0619 滝根跨線橋 跨線橋 15.43 3.60 55.5 2,233 124,053

0053 源二郎橋 RC橋 4.10 7.75 31.8 994 31,582 0255 藤田沢１号橋 RC橋 6.95 3.10 21.5 994 21,414 0620 野辺川橋 PC橋 10.93 6.00 65.6 717 47,031

0054 無名橋 PC橋 3.10 3.55 11.0 717 7,892 0256 藤田沢２号橋 RC橋 6.18 5.00 30.9 994 30,712 0621 浦柄橋 RC橋 30.25 7.52 227.5 994 226,097

0055 無名橋 PC橋 3.05 6.55 20.0 717 14,327 0257 藤田沢３号橋 RC橋 4.23 9.88 41.8 994 41,538 0622 十二平橋 PC橋 34.00 8.00 272.0 717 195,065

0056 佃橋 RC橋 5.40 6.70 36.2 994 35,960 0259 水仙橋 PC橋 14.60 16.03 234.0 717 167,840 0623 無名橋 RC橋 2.00 8.60 17.2 994 17,095

0057 無名橋 PC橋 6.80 5.80 39.4 717 28,284 0260 とどめき橋 PC橋 10.10 4.00 40.4 717 28,973 0624 表沢川放水路１号橋 RC橋 8.20 3.30 27.1 994 26,895

0200 舞台橋 RC橋 11.30 5.00 56.5 994 56,156 0261 無名橋 PC橋 7.00 6.05 42.4 717 30,371 0625 表沢川放水路２号橋 RC橋 8.30 6.20 51.5 994 51,147

0201 五軒丁橋 RC橋 7.90 4.00 31.6 994 31,408 0263 無名橋 RC橋 5.10 12.44 63.4 994 63,058 0626 表沢川放水路３号橋 RC橋 7.70 6.20 47.7 994 47,450

0202 山谷橋 RC橋 9.10 7.10 64.6 994 64,217 0264 無名橋 RC橋 6.50 6.50 42.3 994 41,993 0627 表沢川放水路４号橋 RC橋 8.40 15.80 132.7 994 131,913

0203 太田橋 RC橋 9.80 5.50 53.9 994 53,572 0265 大関橋 RC橋 13.93 2.51 35.0 994 34,752 0628 無名橋 RC橋 5.80 7.20 41.8 41.8 1,744

0204 沢尻２号橋 RC橋 3.13 8.00 25.0 994 24,888 0266 堺川橋 RC橋 13.70 6.10 83.6 994 83,062 0629 無名橋 RC橋 4.90 8.23 40.3 40.3 1,627

0205 前野橋 RC橋 10.05 6.00 60.3 994 59,933 0267 花立橋 RC橋 6.10 7.00 42.7 994 42,440 0800 無名橋 RC橋 4.50 4.45 20.0 994 19,903

0206 太田1号橋 RC橋 5.33 5.66 30.2 994 29,984 0269 船岡橋 RC橋 7.46 7.50 56.0 994 55,610 0802 池ノ又３号橋 RC橋 2.50 2.20 5.5 994 5,467

0207 米沢橋 RC橋 2.22 5.60 12.4 994 12,356 0270 有明橋 RC橋 9.50 6.60 62.7 994 62,319 0803 池ノ又２号橋 RC橋 3.80 5.40 20.5 994 20,395

0208 宮脇橋 RC橋 4.80 5.35 25.7 994 25,524 0271 無名橋 RC橋 4.85 6.20 30.1 994 29,887 0804 池ノ又１号橋 RC橋 2.26 5.10 11.5 994 11,456

0209 二ノ宮川橋 RC橋 12.30 4.05 49.8 994 49,512 0272 浄土橋 RC橋 11.70 11.10 129.9 994 129,080 0805 川井大橋 混合橋 307.00 9.77 2999.4 898 2,692,043

0210 二ノ宮橋 PC橋 6.90 6.25 43.1 717 30,927 0273 熊野橋 RC橋 5.00 6.60 33.0 994 32,799  
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3.6 対策内容と実施時期 

（1）個々の対策内容に関する計画 

個々の橋梁の対策内容は修繕の他にも更新の機会を捉えた機能転換・用途変更、複合化・集約化、廃止・

撤去などについて検討する必要があるものの、補修を除くこれらの対策は市民との合意形成を図るための基

本的な考え方や手順が公表されておらず、今後検討すべき課題となっているため、補修を本計画の対策内容

の基本とする。併せて①近隣に迂回路があり通行止めとなっても影響が少ない橋梁や、②道路利用者が少な

く通行止めとなっても影響が少ない橋梁の対策内容はそれぞれ経過観察とする。健全度Ⅲのうち浦柄橋は①

に該当し、若宮橋および島田橋は②に該当する。 
対策の優先順位については「3.4 対策の優先順位の考え方」に従うものとし、健全性Ⅲの橋梁は事後保全

となることから、点検後概ね 5 年以内に対策を完了するものとして年度計画を策定する。対策内容の実施規

模によって年度予算内での対応が困難な場合は、予算の平準化を行い、次年度以降への先送り、または前年

度への前倒しを行う考えとした。 

 

  

個々の橋梁に対策内容は、各対策に要する費用を比較して経済的に有利となる対策を選定する。比較結

果を表 3－28 に示す。 

表 3-28 個々の橋梁の対策内容 

 

 

（2）予算確保の準備期間を考慮した工程 

補修設計の翌年度に補修工事を実施する事は予算確保にむけた準備期間を考慮すると現実的ではない。し

たがって、本計画では、1 年目に補修設計の予算要望、2 年目に補修設計、3 年目に補修工事の予算要望、4

年目に補修工事を実施する考えとして今後 10 年間の工程案とする。 

 
（3）修繕工事の年間事業費および事業内容 

 本計画の策定以前に決定された小千谷市の橋梁長寿命化修繕事業の年間事業費（要求額）および事業内容

を踏まえて対策時期を検討する。 

表 3-29 年間事業費および事業内容 

事業年度 
事業費（要求額） 

（千円） 
事業内容及び事業費 

令和 4年度 10,000 山王橋（0233）無名橋（0612）修繕工事 

令和 5年度 30,000 川井大橋実施設計 

令和 6年度 80,000 川井大橋修繕工事（2ヵ年事業の 1年目） 

令和 7年度 70,000 川井大橋修繕工事（2ヵ年事業の 2年目） 

令和 8年度 60,000 滝根跨線橋修繕工事 

 

 

対策の実施順序の検討条件 

１．健全性の悪い橋梁を優先（診断区分Ⅳ→Ⅲの順）する。 

２．塗膜に PCBが含有している可能性のある橋梁を優先する。 

３．健全性が同程度の橋梁については、第三者被害の可能性がある橋梁を優先する。 

４．第三者被害の可能性が同程度の橋梁については、路線等級が高い橋梁を優先する。 

５．路線等級が同程度の橋梁については、15m 以上の橋梁を優先する。 
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 事業費の配分、検討を下記に示す。 
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■4、中長期計画における費用縮減効果の確認 
 

1）劣化予測によるライフサイクルコスト（：LCC）の評価期間 

平成 26 年より、５年に一回の定期点検が義務化され、橋梁の状態を 5年毎に確認することが必要となった。

よって、少なくとも 5年毎に見直しを行う短期計画においては、 新の点検結果を基に補修を行う橋梁とそれ

らの対策順位を決定することがメンテナンスサイクルを実行する上での優先事項となったため、劣化予測によ

り補修時期を決定する必要性は低くなった。ただし、「インフラ長寿命化計画」では、「中長期的な維持管理・

更新等のコストの見通し」を行いながら行動計画を見直すことを求めており、中長期計画では何らかの劣化予

測を用いて、修繕コストの見通し・計画を行うことを必要とした。 

長寿命化修繕計画（：本計画）では、中長期的なコストの見通しを行う上での把握可能な情報として、「定

期点検の結果」を用いることを原則と考えた。具体的には、点検結果で得た部材毎の損傷度（：損傷程度の区

分、区分 a～e）を 新情報とした劣化予測式を設定し、中長期における維持管理・更新の時期を決定する方針

とする。点検結果を活用した劣化予測の主な方法として、「統計分析（回帰式）」がある。これらの方法を用い

て、定期点検で得たデータを基に検討を試みたが、点検データを十分に蓄積していない理由から、当町橋梁の

状態を示した結果を得ることは出来なかった。したがって、当面の措置として、町域外で取得した修繕実績の

無い点検データを多数利用した、回帰分析の結果も使用しながら、「架設からの経過年：80 年」という橋梁寿

命の目安値を得ており、これをライフサイクルコストの架け替えまでの評価期間とした。（検討の詳細につい

ては、添付資料を参照） 

 

2）LCC 評価分析の考え方 

LCC 推計による、予防保全型維持管理に係る費用と再構築価格（架け替え費）との比較を行い、維持管理手

法の効果を評価する。図 4-1 に評価分析イメージを示す。 

 

 

図 4-1 LCC 評価分析イメージ 

 

 

また、LCC の検討で適用するシナリオは、大別して下記の 3種類を設定した。 

シナリオ A ：予防保全の対策シナリオのうち、短期計画での修繕計画が無い橋梁を対象とする。評価期

間全てにわたって耐荷力減少の無い修繕（損傷ランク b,c→a）を繰り返し行う。損傷ラン

ク b で修繕する場合と損傷ランク cで修繕する場合の 2ケースで検討するのが望ましい。 

シナリオ B ：予防保全の対策シナリオのうち、短期計画の基で修繕を行う橋梁を対象とする。修繕計画

後に初回修繕を実施し、残る期間で耐荷力減少のない修繕（損傷ランク b,c→a）を繰り返

す。シナリオ A 同様に、損傷ランク b で修繕する場合と損傷ランク c で修繕する場合の 2

ケースで検討比較するのが望ましい。 

シナリオ C ：評価期間中の修繕対策を行わないシナリオであり、期間 終年で再構築(架け替え)を実施

する。 

     

 

架設年から設定した寿命までの期間を LCC 評価期間（：本計画では 80 年）とし、その間に繰り返される

上記 3種類の修繕費用の総額を算出する。上図の「費用②」が繰り返す期間は、修繕の効果期間に関する明

確なデータが無いため、『ライフサイクルコスト計画・設計への反映方法』《：社）建設コンサルタンツ協会

ライフサイクルコスト研究委員会》で示している塗装系 20～40 年、コンクリート系 20～30 年（鉄筋腐食発

生限界）を採用する。 

計画対象橋梁のうち健全度Ⅲに対するコスト縮減効果は、図 4-2 に示すとおりである。計画的な予防的修

繕を継続して実施することで、約 20 年後（2040 年頃）以降を目途に、従来の対症療法的修繕費用を下回る

コスト縮減効果が実現するものと予測出来る。 
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図 4-2 中長期シミュレーションの結果 
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100 年 80 年 

■5、参考資料：ライフサイクルコストの考え方 
5．1 LCC の評価期間 

点検結果から経年と健全度の関係を表すため、橋梁の材質（コンクリート系、鋼系）毎に劣化傾向を示す劣

化曲線を設定し、将来の劣化傾向を予測した上、橋梁の寿命を推定するものとする。今回、分析に必要とする

データ数が少ないため、『基礎データ収集要領（案）』に基づいた市街地における橋梁約 3,000 橋の点検データ

を収集し、その点検データに基づき、5 年毎の 頻値を求め回帰分析した結果、コンクリート橋の寿命は 100

年、鋼橋の寿命は 80年と予測され、道路橋示方書（平成 14 年 7 月）において橋に求められる耐久期間として

100 年を目安に設定されている事などを考慮し、予測寿命を橋梁種別毎に LCC 評価期間として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．LCC 評価分析の考え方 

LCC 推計による、予防保全型維持管理と観察保全型維持管理による再構築価格（架け替え費）の比較を行い、

維持管理手法の効果を評価するものとする。下図に評価分析イメージを示す。 

 

● ● 

年度

維持費

評価期間（寿命） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LCC 評価分析イメージ 

コスト 2 

コスト 1 

コスト 3 

コスト 3

損傷発生架設年 

耐荷力減少の無い損傷ランクｂ、ｃでシナリオ作成 

 

ここに コスト 1 ：再構築価格 

   コスト 2 ：予防保全型による維持修繕費累計 

   コスト 3 ：補修のシナリオで設定される補修費用 

         耐荷力減少の無い補修シナリオ（例：損傷ランクｂ、ｃ → a に直す修繕費） 

      

  

 

架設年から設定した寿命までの期間をLCC評価期間とし、その間に繰り返される補修費用の総額を算出する。

補修の繰り返し期間は、補修の効果期間について明確なデータがないため、『ライフサイクルコスト計画・設

計への反映方法』：社）建設コンサルタンツ協会ライフサイクルコスト研究委員会に示される塗装系20～30年、

コンクリート系 20～30 年（鉄筋腐食発生限界）を採用するものとする。 

 

  

●コンクリート橋の場合 ●鋼橋の場合 

LCC 評価分析イメージ
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